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一福井・京都・島根
国立国語研究所
1980
刊行のことば
　国立国語研究所では，昭和49年度から同51年度にかけて，「「各地方言資料の収集および文字化2
のための研究」という題目の下に，全国各地で方言による談話を録音し，その文字化（標準語訳
・注つき）を行った。この研究は，急速に失われつつある方雷を現時点で録音・文字化し，国語
研究の基本的資料とすることを目的としており，当研究所地方研究員の協力を得て実施された。
　その成果は，機を得て，順次刊行する予定であり，昨年度までに，『方言談話資料（1）一山形・群
馬・長野一』『方書談話資料（2）一奈良・高知・長崎調を刊行した。本年度は，その第三集および第
四集（本書）を刊行する。
　本書に収めた録音・文字化資料は，もっぱら，佐藤茂幅井県掻当地方研究買・福井大学教授）
・加藤和夫（同協力者・当時福井大学学生），佐藤虎男（京都府撞当地方研究員・大阪教育大学教
授），広戸惇（島根県担当地方研究員・京都家政短期大学教授）の四氏の尽力によるものである。
また，話者もしくは司会者として，加藤久子，山本仁太郎（以上福井県〉，坂本アイ，坂本ヨシ
ノ，渋谷計二，山釜二郎，山室富江，渡辺信一，渡辺久子（以上京都府），渋谷徳右衛門，杉原清
一，長瀬マス子，藤原安太郎（以上島根県）の各氏の協力を得たほか，有志の助力があった。記
して深く感謝の意を表する。
昭和55年1月
国立国語研究所長 林 大
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方言談話資料作成のための担当者
国立国語研究所書函変化研究部長
信　治（研究貫）真田
室
　佐　藤　亮　一（室長）
宏　枝（研究補助翼）
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「方言談話資料」（4）編集担当者
白沢宏枝沢木幹栄真　田　信　治佐藤亮一飯豊毅一
収録・文字化担当者（協力者）
惇島根…広戸京都…佐藤虎男茂（加藤和夫）福井…佐　　藤
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ま　え　が　き
　研究の経過
　この硯究は，昭和49年度から同51年度にかけて行った。
　昭和49年度は準備期間とし，全国47都道府県で各種の実験的録音・文字化を行い，その結果に
基づいて，次年度以除の計画を立案した。
　50年度は，全国的視野のもとに重点地域を定め，23の府県から各1地点を選定して，老年層の
男性と同女性との対話，もしくは，男女を含む老年層話者3人の会話を録音し，文字化すること
とした。
　録音・：文字化を実施した府県は次の通りである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　み　　 　　 　　 　　 　　 な　青森，岩手，窟城，山形，群馬，千葉，新潟，石川，福井，長野，静岡，愛知，京都，奈良，
鳥取，島根，広島，愛媛，高知，長崎，宮崎，鹿児島，沖縄
　51年度は収録地点を4地点滅らし（・印の県を割愛した），19の府県について，原則として50年度
と同一の地点で，（a）目上・匿下の関係にある老年層の男性2人による対話，（b）老年層の男性
と若年層の男性との対話，もしくは，爾者を含む3人の話者の会話，（c）場面設定の会話，の3
項目についての録音・文字化を行い，なお，このほかに収録可能な地域では，付録として，民話
の収録・文字化も実施することとした。（c）については，「品物を借りる」「（旅行などに）誘う」「新
築の祝いを述べる！「隣家の主入の所在をたずねる」「けんかをする∫道で知人に会う」「道で目上の
知人に会う」「うわさ話をする」の八場面を，全地点共通の場面として設定した。
　以上の録音・文字化資料は，すべて国立国語研究所で整理し，保管しているが，当研究所では，
このうち，50・51両年平分について逐次刊行していく予定である。本書は，50年度に収録・文字
化を行った老年層話者による談話資料のうち，「福井県武生市下中津原町」「京都府綾部市高槻町字
観音堂・桜」「島根県仁多郡横田町大字大馬木」の3地点分についてのものである。
　謡者の条件
話者には次の条件の人を選ぶこととした。
　1。老年層話者による談話（50年度）
　その土地で生まれ育ち，よその土地に住んだことのない，あるいは，その期間が比較的短い人
で，日常の生活ではもっぱら方響を用い，また，録音機を前にしても方言色豊かなおしゃべりが
可能な人。したがって，よその土地から嫁入り，婿入りした人は採らない。ただし，女性につい
ては，他に適当な人が得られないときには，近隣地から嫁入りした人でも，収録地点との間に大
きな方書の違いが認められない場合は可とする。話者の年齢は，原則として収録時において60歳
以上とし，やむをえないときは，55歳以上も可とする。発音その他の障害がなければ，高齢者で
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も差し支えないが，話者梱互の年齢が離れすぎるのは好ましくない。また，話者稲互の地位・身
分関係も，ほぼ対等であることを原則とする。
　2．目上・昌下の関係にある老年層の男性2人による対話（51年度〉
　話者の年齢は上記1に準ずる。この項は，改まった表現や種々の敬語形式などを得ることをね
らって設定したものであり，対話の異体的な人物像として，たとえば，旧地主階層の人物対旧小
作階層の人物，僧侶対その壇家にあたる人物，その土地出身の教員（校長：など）対その±地の一
般的職業（農業・漁業など）に従事している入物などを候補として青したが，地域の事情もある
と思われるので，この点は各地の担当者（地方研究員）に一任した。なお，目上にあたる人物と
して，在外期間の比較的長い人物を登場させなくてはならない場合もあると考えられるので，在
外歴に厳しい条件はつけないことにした。
　3．老年層男性と若年贋男性との談話く51年度）
　老年層については原則として60歳以上，若年層については原則として20～30歳台とする。話者
三士の地位・身分関係は，ほぼ対等であることが望ましい。職業は老若ともにその土地における
一般的なものであること。在外歴については1に準ずる。
　4．場面設定の会話（51年度）
　上記1に準ずる条件を備えた老年層の男女に，場面に応じて，種々の演技的対話をしてもらっ
た。
　5．民話
　特に条件はつけず，その土地で生まれ育った民話の語り手であれば可とした。
　司会者
　主たる話者のほかに，話の引き出し役としての司会者が同席することとした。司会者はこの研
究の主旨を理解し，かつ，司会役としての能力を有する地元方書の話し手が蔓ましい。司会者の
年齢・居住幅出に，特に条件はつけなかった。
　録音量・文字化量
　50年度・51年度ともに各約60分程度の録音量（51年度については，各項目平均20分，合計60分
程度）について文字化を行うこととした。また，内容の豊かな文字化資料を得るために，文字化
すべき録音量の数倍を録音し，その中から適切な部分（話がとぎれず，しかも添書が特定の話者
にかたよっていないこと。話の流れ，話題の展開が自然であること，など）を選択して文字化す
ることとした。
　文字化原稿の作成・袈記
1．将来のオフセットによる複製印行に備えて，一定の様式の文字化用紙を作成し，担当地方研
　究員に配布した。
2．文字化は原則として表音的カタカナ表記によることとした。これは，利用者の便宜，文字化
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作業の能率などを考慮してのことである。ただし，対象とする方言の性格によって，カナ表記
　では特殊な字母を多数必要とし，かえって煩雑になると判断される場合は，国際音声字母によ
　る表記も可とした。なお，それぞれのカナで表わす具体的音声の範囲・内容については，各担
　当者が「解説」の中で説明することとした。
3．アクセント，文末イントネーションの記述の有無は，その表記法を含めて担当者の判断にま
　かせた。
4　聴き取りが困難な箇所や，雷いよどみ，言い重なり，書い直し，笑い声などについては，こ
れらを一定の符号で表わすことにした（凡例参照）。
　文字化には，標準語訳，および，場面，文脈，特徴的音声，方言形の意味・用法などについ
ての注をつけることとした。なお，標準語訳はあくまでも内容理解のための手がかりの一つと
考え，訳が問題となるような箇所については，できるだけ詳しい注をつけることを担当者に求
　めた。
　収録方書・褻記・収録内容についての解鋭
　文字化源稿とは別に，収録方言・表記・収録内容についての解説を担当者に求めた。解説には，
原則として次の事項を記すこととした。
　A．収録地点とその方言について
　　1．地点名
　　2。収録地点の概観（位置・交通・地勢・行政区画の変動・戸数・人口・主な産業など）
　　3．収録した方言の特色
　　　①方言区画上の位置・隣接諸方書との関係
　　　②音声・音韻上の特色
　　　③文法上の特色
　B，表記について
　　　それぞれの符号（カナ・音声符号）で表わす具体音声の範囲，特殊な表記についての説明
　　など。
　C．収録内容の概説
　　1。タイトル
　　2．録音年月日
　　3．録音場所
　　4．話し手の氏名・性・生年・職歴・役職歴・居住歴・言語的特徴など
　　5．録音環境（岡席織・話の進行状況・場の雰囲気など）
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凡 例
1．場面，文脈，特微的音声，方書形の意味・用法などについての注は各章の末尾にまとめて記
　し，該当箇所を本文のそれぞれの位置に番号（かっこつき）で示した。
2．発言や録音が不明瞭なため聴き取りが困難な箇所には　　　線をつけた。
例　クズレル　カンシテ〈27ページ3段＞
3．最終的に聴き取り不能の箇所には　　　線のみを記した。
4，書いよどみは，その来尾に……一一一線をつけた。
5．複数の発言が重複した場合には，重複部分に　　　線をつけた。
例　Y　オワンテナ　（Kヒトリデワ　オカ。マレン）〈27ページ7段＞
6．言いかけて，それを書いなおした場合には，雷いかけた部分に　　　　をつけた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　xxxxxxx
例　クサ　クサラント〈26ページ6段＞
　　xxxxx7．笑い声，咳ばらいなどは，（笑〉，（咳）のように示した。
8．同席者の短い発欝や突然の訪問者のことばなどは文字化していない場合がある。その際や，
録音テープを編集して談話内容の一部を削除した際には，該当箇所に・の符号をつけた。
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　　　　たけふ　　　しもなかつ　はらちょう1．福井県武生市下中津原町
収録・文字化担当者佐藤茂
　同協力者加藤和夫
A．収～多柔1地。点tその労著しくついて
　ノ．地点ゐ
　　　　　　福縛・武姉一F中ラ輪町
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　　　　め箱留図解で智aヅfiい矛でわ17rrt琶下るつ口k夢ずブ」い。Pt
　　　　to　tz寸べて糠高3〃・～卿勉のt．Lyk　1・圃3れて劾、鯉山思いの
　　　　、、・鉦処にク｝くPt・畑をわずvに廟／む申堤Y、試t｝；帝のsじでva野
　　　　）、口（慰撫すろtてろの吉’野鼠）孕｝の受机旬・耽れている。
al）粁政区画の竣動：ラエア賭イベに翁tブる、XEI藩頒口、福井県¢漁び福紫県
　　　　南糸那託い・すれも著％）1くよゐz、商．尾端（多珂・M乎9cの
　　　　霧（嚥才薯の塊ワ地区湘め千別タκ町、勾当療町、場谷町t同糠）
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　　　　Z　ri。て・弓謂彫膨物房繍置県、・よ。て昂初西尾県の鷲
　　　　ヒ畠イが’、／め弁理噴県の所鐘ヒ属し、3仁誉詞／7矛7月の地
　　　　労駕甚潤め茅と茨K、叡町村以レ1〈一ア町Y置く画くノ∫り、ゼ
　　　　鋤蜘彩既の伽弛稼硝・して一毎毎聯淑・す縛
　　　　穿烹・下別朔・湯1谷tとも1〈現托め試疹市多争保地E3甥寸、
　　　　南網焼野和イM・計8喉τて・・／っの殺’三一1・A・あ・齢し
　　　　々・し朗勉上弓のIP町肘剃溌輌・より、丹甥再りee・dN・勾
　　　　当旅両対が南像急激v剃K編〉＼され、現βの承、クグ也彦ζt7’■ぐa
　　　　楽蜥獄筋1珍。鶴’t　L・戦履め麟・・房凋に曾穿
　　　　原質他の今フ〃）紳ノ多b同碕〔く試窪Φi〈編〉＼され硯βの試tliヤギ
　　　　吻ラ蓼肩町ヒ密・てい乃。
・クygx・人定：圃ラ翻ゾノ来恩錬化の・蓬んτぐ轍・三鷹の中で・tづ吻らしく
　　　　当千め鞘町口翔隠び人Vの・宴蜘が。期賎分・ゆf申∫源
　　　　町が励弛匡の申で訓穿氏，財t・位置し一フkva．畑ブ」顕・も愚
　　　　ま哲て窪ラ皆が薯劃していでく：でく‘めと葱わ1れろ．
　　　　　ンソ下、明ラ時明糧：の人ロ豫ザ’ア｝差ぞの・宴勧、ノ∫らぴ1く多昆，｛ちめdズラ兄、
　　　　tZ審す。
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わを・sk業：　il＄　・”が鱗撫男峯篠磁む．レvし翫闘え移転や
　　　　L）、　faいめ、ト盆弛ヒいう工地糸梓琶豫映して、．慰め専業男劾づ
　　　　～斬もず」く劣ん／どd’象輕ピ1愚存脅tもtく・五くや武2的め甲1じ激～ノJ
　　　　t一の含骸・工揚1（勧あていみ。歩蓬1豪n’どの冒彦い罫紙bイ愚人
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η・おり、3ブ（ブ（エ・彦宮・アK遺P事アμ・a鼻門職に従事する嗜、
’ム務簗匂クク…　ニ起動弄衆・ドQめ劾地諺廻が’細み、蚕業の夫型
犠祇’化ヒよるM”to化が動く吃め女向を纏レ諺あていろようで協
ろ。イめ蔦て・博羅象と悔茗いア∫がらも当の霧糞け／含く副業イeし
ていうと茗1し（うてレある．フK頃ltおけるフド身絶栽熟めほv・（・a、一μ田
℃自雰謹め野・藻ig作ろ鴛穫で茅野く旨梶っ彦導けプiい。ブくゼー嘗
め易磯て凶悪次馬翻しfくレク又栽堵、レい仁け薮畑、無識堵
存日熱れていろ帆劉ぐまずぞ軌動劉燦。て・・fエい。山プ伽
剣劇翫戦静窃～軽きが盛んであ。　くが現捌李なく馴れす“、
彩や才乞め未鋤株が物・枢われる鴛履で・＃k・1く目13“しいもat－9ア∫い。
　3、旧事しf〈労斜め蔚邑・
①力蓄｛多画エ・4｝位覆・鱗才薯諾z葛との闇イ糸
　　　　　まずセカ東区虜よ二の位謬1くっいて．労彰膨彦Lth位置を謬う場
　　　　含、Rの回帰函の即応イ藍蝋学説あみのて・問絢獺福が、一
　　　　融二二でLi平ム．va男氏の区画に依つrくいと思う。　それ1（よれt飢
　　　　つのPt　％申ギ彰畑町ie制づ、本工鎮めウのaSP　z蓄、その
　　　　うちで1匂北隆が葛にイ出置すろ．福甘県け：禾乞身ム孝乞境に同県で
　　　　ありfJがら、毛4衆・地乃19適，畿力蓄K彦薩ムされる。縦i。て、試劣
　　　　印千申擦鎌町乃彰口北隆ti5謬thうちて・む、最e南よつの兇域に
　　　　入る力彰x縫うてとが歩来る。二の区直しめ位置t・r、穿爺操氏
　　　　の感量〔3画（豪券橡編orE本力著導8貝召和23昇、33貿）にお、・
　　　　ても乏し「つtが」争える．
　　　　　憐旙魚袋彰tの関孫Kついて。亦z舞戸tz境して陶a芳母地
　　　　1・ラ獺畑地か施畿万訓・トるのて“、いうんf絢τカ・ずの異
　　　　巡る　酋わあるが、　同じ’西部乃蓄として茨aRl．点．（メ寺K音老量・ヌ〉改
　　　　徊）b量られろ。豪の故阜県け餌壷乃著ヒ入り、その甚，いt餌豹
　　　　漁り肋・∫の明らかμ巧。さてnれて唱同じ北重職の中
　　　　で〃）関係けt“うであろうか。吃グ｝｝つの手が・かりヒし仁い．二
　　　　湾で塞侵担呼山輝男氏や知魯魚報叡・よると、皇基
　　　　　　　　　　　　　　　一15一
　　　　｝tr　f・｝’ラ孝旅町汚彰、づ一s’　一fフeンB也蜘く入ろ、二の一型ア
　　　　ブ・kZ7ト、づAzoの帥＼ti’tより麺の鯖ラ即・福甘ft・足朋
　　　　ep・丹砂物一細・あ孔芽膨坤てv　．Z3。林で隅才物
　　　　南三世餌じつη・いつ・評歩知齢初東冷卿些
　　　　＞tit田とヒも1〈・涼F硬式アブ¢ントめ色象多が’強いじしている。　’（の
　　　　絶、試舜照しの脅甥戸の一部とpk・9多IS、乏れに吉醐P・・勃
　　　　革め一部に口調9家ア7eン｝一、　享仁ブ（野郡石循1白〈多駐彦故卑陶
　　　　〉〈7　i司疹再矯・上・矯1・1煉京武アフe・トが、物伽六野
　　　　㍗騰ab・？r・　rE　・・で1つ蘇式と沸及武アフe汁膨蹄していう
　　　　と卑彫ざれている．つ豹アブeントのみ聖％kうと篇導撫横
　　　　」晒物弱瞠1・霧獅躍S，3・していうと翫・〈うである．（つ
　　　　ti　it・　iz．粗で＼fO　・1　ve留瞭キ島の一部望蘇く）t勧蜘蘇阪
　　　　武マワeントであ6）。　しかし諦量・～〔％面でtiある物是の」屯
　　　　藪を1珠いてし一iF、ほ1㍗同慈で’あろt秀1してよいように思う．
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　　1．4フがf’（の1別ノ」（、ズ㌧ズ露一弁でもt∫い。
　　2．詰ヰ・藷尾卿吻賭1つ〔り｝である．
　　3・　セ：・弍ご’の争SeP［づ〔5〕　，　〔3〕て“あろ、
　　4、〔kw〕，〔gw〕LI　fiい．
　　ζ　 ．　　ノ　　ニ音　表や　き吾　の　泉：老「　イヒニ　か・ご　見　ら　　をrし　る　 。　　　　イ多塗）　　 〔　ki：　　〕　　（　木　）
　　6．長Se！？誹の短昔化bし1ゴし1’ゴ理；われろ。　イ列）！7ンンヨー〉
　　　　りンラ3（勲賛）
　　7・　（・r〕ヒ〔d〕め｝屍同多髪L象つぐあ’る・　イ多tl）　（二∂a：310〕（ラジ
　　　　才）
　　曾．・細看〔ai）　li、彦蜘・〔ai〕が’みらyt　8が＼〔ε：〕1・度
　　　　イ。しr二も（のも，99い　．　　イ多り）　〔eve：〕　（エ　ラ　イ　）　，　〔．　na：〕
　　　　（ナイ）．
　　q．連揖せtau〕ンto：〕、（ei〕〉・〔e：〕も一霰的i
③誕シ宏」二の特｛鉱
　　　　　1　．　くとaいう　＞tくあr．ろ普芦軽しづeeど／らてくッそrコ．一　＞O・、　ま・てく
　　　　　　　1さ短墾∫イヒ、しτ二〈・ソテユ＞1くねる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　一17一
2．！21ffr是の助勤詞「7圏’J　lす「ジ。ヤ」、「ニャ」、　「ヤjヒ．・夏わ
　　ろ．　昂1の3つ1つ、固一人物でむ併用の雑態にありsくf犀断
　　是．の助勤詞「デス」1二亨寸言る13どの脅遇レ的毒禦・けがし・t甦
　　われる’が、町費の秀翼が』認あられろ。rエ」b轟1る硬われ
　　ろ．　そしてこれらに悉乾くとき、彦般1く機盾イ6が起ろ・
3・ヰ丁ラ肖の質力動詞「ナイAlづ「ソ」とで」ること・が’7ク〈、「書ラ・
　　ナン9コのよう回軸れて、司能や能刀a　ig是を裟わす．
4．端抽助地堺・r釦レ、t」・ナ1・，一iレ、ま帽づ・づコレ」【σ’
　　ろ 二とカv’Xタい。
5牽敏の意の助動詞tvて「サラス・te・・イ計れる．・マプ物
　　ヒ1司葱．．
6．袖助動詞tしてld、急薩続イ本rテイル」が「テ1レ」、その店
　　も是掃珍が’「テイン」じtjろ。　まτ（士気イ本田彦糸絶tさ「テナ’＼｝レ」，
　　「ラ’プコレJとず」ろ。兇3態．て”践1「テシ．「マウ」が’「テマウ」
　　「ランマヅ7・が「テe．9」ヒ．守備態「テ・／フ」｛？r
　　ト7」、イ茨・与態，「・テ・ヤルjtづヂチvlレ」　ヒf’ろ。
マ．才若旦力言司「力“」や「ヲ」1”9彪。・れろ’二’乙がタ卜い。
8．…隼楼助調と秀1しられろrノ」臣「／」に’宴わる二tがあろ。
9拷続助抑停「テ£・b・デ毛・例軸物が、・g。ラ、
　　τカツニテ」もイ喜扉ヨさ才t．ている。　　脅・こ）　スミヤキ（ジ昊・焼き）
　　う・9－nh＿th。　　凌才（「ケレド’」ヒさrPアド’」とfjってい，る。
　　「カラ）1“「噂サブ＿1（f→ナカイuめ認‘昔）とfiる．　「ノテ）
　　｛？「ノ」わぐ〉蔭汐・才4て「「ブ」　ヒfiノる。
｛0．鴇・lsrc言上て1・ti、　「バ1ヵり」わ””「’ぐッη」　、　「フライJt？〈’「ク
　　レー」　と督っ　て　いろ．
い・誕未助詞aうち、疑問の「ηaゆrヴjず」る場倉があろ．
　　円く念幻談慧て・・ヵ㌔や・ゲ、が綾われる．　例）キタ
　　ン）て＿コニ、ナフt’ランノテ脚’ス．2Z＝
置2．、　「蓼力ぎ司　「　ヌ　［レ　」　1す　「　ン｝レ　」　1く　tJゐ　イtfli向わ寸ラ董㌧、　●
13・／ヤ免。ξ1について（婆、　「ワ．9シ・」（A常イ本「・フラ」まtくけ「7
　　　　　　　　　　　－18一
　　テ」が一般的。対象で口導倭におげゐ「才ノー」，「才メ
　　ニー」が’精膨吏白シ．
14一．　「ソノ」，「ソウj、「ソンテ」　など’の「ソj19「応」　と
　　f♂りやずい。
1！i、　気，末Kおいて断膿めヨか動詞ブざと・が頒。・れて、ゼの前4）省節
　　（ノタ”（n／にあt（ろ部分e“’　79いように思わ才tろ）が擁：者化
　　すろ二tぴあろ．　イ列）アルラン／，つララ：y9ル・ン’．
4，’｛aイ也（地，ゼ、選足の擢宙，協刀箔め偽名、協が内事なご’）
　　　　　地点選足の躍劇・ld、巷ず熱々老て・ある勲轍のく（袖坤六
　　　　導蘇蜜）4〕彰地（武ま市千中一」？原町）であ・fC乙いうでtが
　　　　あげ’られろ。鋼重ジ也蔦が’協η箔（フ）2P9で’あるという二とld一
　　　　調重石幡爾び調細螺の整多鮮鍾旨でいつ、・ろ漁礁尊、が99
　　　　い。をす。難趣く報調重織）の淫乱でその。とが彰うしろ。協力
　　　　箔副翻（千9畑原）の彪越以Vtりょくや，て捌、
　　　　3rく々回の調重内鯵・幽西前や・てee解していてくので、　Z
　　　　宅の宅んt（協〃tlc依奉ずろ時、老、で・、出来ろ才ぐtづ力茗望よく残
　　　　していて、O・っ、　マイフの酌1く歩てむ紹矛と孔馨fに固しの出
　　　　象るよう督人を髭ぷ二tが歩来ろ。　まk、当日の司念もカロ藤
　　　　が才恋し丁くが’、2人乗Zkにt，て司／？kが’・lav才物殆で、
　　　　。・つ者弄でPto．鋼勧易酋囲ロ聯宅も旧知の場所で・あ砂で、
　　　　倉詫b特K痛ろ二t∬く思いの1穿か噸調1’：tg　th、4時間分4）
　　　　構躯簿勃く終わろ．物伽調餅課Pt整理段備でb、地
　　　　％・人彩箪転じあ募易ri乙’噂の純V一力1レ的仔わのKついてけ
　　　　”轍の知識が・納即弘そめ他・〈＃（C，綜獅徽㍗K
　　　　ついてわ、庵の都屡あらfくあて即言離殆k問い酬わせるヒい
　　　　う煽雑5なクタ〈雛けろ二tが出来fく。
　　　　　重K茗うtiら、調重v9であ・tく武生帝下中津旅町1序一前・申
　　　　1・属していろ肋の、昂匂山間部のイ勘哩であるので’、力勧
　　　　保唇度6かなりののと予想さ舵たことも、地点選定め理由である。
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B．二言乙につい／
1．イ制目表記について
　く1）〔s　ee〕（d3e〕（n　ce〕一・一一t言サェ，9”エ，プ’Pのように表；iつす。
〈2）tl・さ　く　　、　わ・　す　O・｛〈　闘　二　え　’るB2r　tづ　、　1ト　さ　tiでフ女臼　て・・雰（　わ　　し　T〈’　　　（イ多il）
　ソレ7g，　1／・ンデ，ナブ’ランノ7”ズヵ●f∫と“．　諺；イ旦し一切老∫表謬乙1？
　刎。
〈3）〔E〕について㌧；、でぞいf（い多穿望の表3己蔓ζしfて．イ列え，（7”〔dε〕につ
　いて、みる　ヒ、　デァ　、　デェ　，　デ（テ㌧　♪　．　　秀；　しかしネ卜し　て　二ち　ら
　の％彰で’　II（e〕が〔£氷’変わろ二とが％い．
㈲こちらOZ彰τ1つ、3S助詞「ワJがゼめまき正碓にKSvaFされうつ
　と1言あ3り有く　、　（wa〕の〔w〕が無＞ib化して　いろ．　’／it　7て　鵜引力詞「フ」
　ロあf（る部伽づ＿トさい「ア」a書いτt．（倒）デ・レトコ。，サン
　ゾ’ア，iilメァfJど㌔
（ケ）〔∫e〕〔3e〕、窪ンェ、…ジェと表わす。
の「噛、の意の「EンナJ〔mi・na〕の画〕が聞二Zゴ」いもの｛づンプ
　t表b育，
（の誕柔に断昆の助動詞の意で・、いさくrエ」のつぐ♪易倉があろので、
　髪Mtさ・1・さく　τエ」ヒ表わ育．　　α列）　ンンデ毛9ン・エ，アルイタン
　しねv、
2，音声平易表記について（但し・彦吟じおけろ音戸倉男ゑ記のh）
　・＊・しで説朗しτて二とlg二こて“　1＃矯略すろ，
　kりSk　r－　3筆く　考を」旨　さ　払　る 老’　農や　の　節」　に　〔1〕　宮　つ　1す’る　。　　（fb・」）　〔　neεn＝5ait，5即七e〕
　⑫）rコア」tくあ鴨る部’分落【koa〕　ヒ葱わ育。
　ゆ野中で忽じ二ti；”が盆切れfづ易信、〔？〕（戸門閉纐者）でftわしfて
　も　の　 fフぐあ　ろ，　　　（イbV）　（sainan2七∫∪い：，　　td「　とノ1。　　〔k。a】　・グ）イ多・，rし、夕）　る　?
〈4）同じ「デ’一Jで1も、単fよる喜・般盾の噺后・ゆ〔de：〕ヒゑわ育が、時
　瀬｛dee〕と二重母盾に表わすB尋もあろ。t；ろべ幽く磯矯の場・含n「デ’
　、」或ll「デ・一」と2k詫しτ・．
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〈9）イ寂る表託での⑦a説S呂邪・分惇具イ庵助1く惇、〔vaOr◎むake”80〕（ハよう1二
、トさfi亀iib記男で・芸わし仁。
3．イント1一シ3ン表狛くついて
　G）L昇調イント2一：／ヨソO・千P祥調イント7一ン・ンO・でr’「の
　蓼わしカaしヒ。溜二：m力勃場、曾．acaijのイント7一ン。／の
騨（赫1⑳い）rf’・Aろのて＋・一・｝言e・1・　a・いて舜ろん｛赫・’（　・1・’
　いτt・　（イ列）〔k・d・「：1〕，〔i七S・k・m・・i「内，〔」。「：’v・・｛7〕，ゆ？・・
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　℃あろ．　（（9し、警考は京都ラ翻の〉画雇tしてtt：O・せぎにti：ろ）
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マー　 ターtンナンiンヨヤ・ソテ　ニレフン・一一・一一一。
きあ　 壕珍才寿ちで’ご’って1つ　　　謬をつずぶい…　’。
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ラ葺託
q）（iomg〕　　　（勾「　ア1レト　コロ　カ　ラ」　の老es歩一形．　　（ヲ）〔mauswafi「e〕
（4）司彦・箔ηロ蘇のrあ1ずちtyん（加蘇又ty夙）1一きi：；、どうや，仁、
め圏い1適えて。　（勺椥鹸甑め影象が勝入りva璃〈H－8（て協
ろ二t望診う。　　（6）Po轟氏の煮雰〉・つ究を宅う．　　（？）「ソイゲ
『三二」　〉　了’ホィ　「ピ’そ二」　ζフ『） rそi」　f？く’ラ盲1え＿f（．　　　（．3つ〔5a七七asakε「＝1〕σ
四々のインV7一ラ・ン．　（9♪〔ja七七aハla・「・：）．　㈲〔9・tai～・
「：inro　］．独將のイントZ　一一；／・ン。　qP〔li・｛呵i2む・］。　〈｝　2）
孫晩．担当う白州聯の声が・》、ろ．　　（13）業報のうt3ずき、　　（！の「看
の二tて“犬愛でぞ。でく」〃）意th二とな砦いカ・けていろ。　～ぞの⑫当分
φ穿見で桑Ks．満し宝もどで。　　（1り「ニシンヤ　～マ」t言いヵ’けて
㌧シ・ト7、痛い劃．運細岡・・て・勅，　αζ四則の葱。
⑰二のあf・り、二と口”が’1ンし丁劇・t」・てL、ろ．明知鰭勧かけ
ろ・調。穿尾》昇噛めインF7一ラ・／。　圃「うちの下民・
冨」め毯。　　（t9＞rみんブ♂が　叡の多Y／Ng・バる」　ヒrみんず」ヒ＝
塔ズ｛の｝宛／森一べ噛てもらう」 グ）〉民多して・・rガ。」してプ8っずくのfごろう“
（～0）｛：｛二ma～cuつa「：「〕　　　〈～D二’う闇二’うし，ろ。　　　（～つ〔～∂kεnε「：〕
㈲〔S・ttse｝．54＞（。k・～｛lw・Lあとの・7ンヲ＿ワ、わ・ワ、
が39…　．岡「ア・9デ’スVド㌧」め下略絶　　くK）〔・・「ゴ～｛
n乞『F〕．　　（幻）．具楼豹ヒイ司｛ぎさでめつ’千明。　　（声）「ス9イリヌト」
の；惣でk？fi〈、「頃屠箔らしく拝い、いうん得二となやってくノし」
tいうようfi意ヵ’・　　＠9）「9　”イイイ」〉「9”イケ」。r第一に」
の葱，　回）？調のイント7一シa／。　（ヲρ豹（．　o・冶
功噺の雰（あ中でぐ～すで固惣でろ。　他人の也論ヒ・fiら‘め。　　（ヲタ｝〔七1。㌦t
七〇〕．　（34）しトさくて最野州酬え，ず。　　〈3勺fか宕ね」は「（ノどくJ
ヒ。・「穴・竣fδ」（ハ葱で・硬わ躯ろ。　　（i6，いり・にも最童の，物億1島購
目あき叡牝という聯r｝。　　（」7）「毛ッラ土」つの樽fJ▽す」の硬
い11き砺らしい。　　（33）’「旦那酋」P・らカ・。々》鋳ち・やMaiの夕也1！1百
ど窒　彰　う　。　　　　　く37）、’さ　っ　き　り　し　f5　い　カN”、　っ　う　闇二　え，ろ　。　　　　　（尋の　r　エ
　　　　　　　　　　　　　一72一
ン」が’?ＯC多さ躯t〈カ、。　　（ダ1）「モヅテル毛ンワ」の・竣勅炉。成質
「｛L”／テ」レ毛．ンプ’ンソー＋ワjの葦、。
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6．縮勤章（至心て・め）の話
誘し手．
（田象号）　〈歌　彩）
　Y　 ム；本仁ノ～郎
K　刀・藤久5
Gw　kま身）
舅　明劣37芽室れ’
一女明露4ぎ芽・蜜れ’
Y 　　（ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②ナ’ンノ　マブメィッホ。一デ　；／a－7ン八一ン＝一キンショー・　モ．
何の　菓面目一労で　　 初二二霜動章を
　　　　　　　　　　　　　　　　　o）V9ンヤデ／。　～纂．一毛一　イツバンモロ
匂ら。寸ヒので育ひら；匂。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もう　　　一摩　　　　　　　｛しら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（の　　　　　（．e｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロヘへ9ンヤニヂ　ラヨー》ラへ一ノ　ハケカ．ツ・ソイ9ラニ。　ホラ　モー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まメメメAメ　　　　　 Yttメtゾつ置くのτぐ’0・ら　　　 7fiタを」軒て　グ）　　　　　　　ノ＼月　一　Eヨ　t二　。
　　　　（6，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7｝いりャe一　フグ／イ・，ポーヤッ9ンヤ．　ホンナZ　手一9イ
猟1蜘う　三面頃一乃τづ承のでd。　　冗傭勧　穿隊で・
　　　　　　　　　　　　　　　嬢）デ　じトリラカ　アヲラナン9”ンヤデ’。　ソレ　毛ロ9ンヤデ　シ
　　ひとりしか　　egZ　O一　v・。kaですV6。　旧れセもら・勧9“から
　　　　　　（9）　　　　　qo）エーキンショー。　ホイ9　モー　ニネンヘーモ　モ．一　すンニモ：．
粍勤章．　　吃し弼もう　二形物　　初　イ司し・匂
つ一ワナン9“：デノ　モ．　ソレカラ。　ホラ　ワヲンヅケ　オつうナン．
言わ翻鵠て（nらね　ぞノう　それから。　イれけ4ひfぐけは　お二らア∫〃・っ
毛ン　ヲクキ毛ン》ナ　モー　才コリモンニナンタ“。　ホワヤ・ア
の　仁Tくきもしk’けれ1李bう　あ’つつもしなか㍉噴く，　　吃”tlあ
　　　　　　　　　　　　一一74一
　　　　　　　　　　　　　　　e3）
　　　　　　く。　4）　（1　t）
3’
ウつウーン◎1漁霧昴計ノフノ∴凝
　　　（、紛
《三∋↓》ゑ（メ億～　ホラ　イッハごン　｝Y”ソウLア〒テe　’ノノ　i〆エ・一キンンヨ
　　　　　そ掴一段　罰なee　t7zb　物　煽勤章力・・
　　　　　　　Gtl）’辮蹄1濡断ず論テ∠・ぴア）
1㍊．1マヅノ7ノゲレルン＝ヤ孔　ホィラアレ、≧ん妥姦
　　罰喚り勉　　　　・h（L1；蘇ノるAノてぐV・ら。　　　　　回して　　　あれ
ラ37ンヘーノ　アイデ　iソ》一がツカ　ソ》一イ今々ρツノ　ジ》
初等兵の　　 あれて一i　十月か　　十一月の　　　　十九
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　守8）
　　　　　　　　　　くte｝
ア’ア
　　　　　　　　　　　Ue）ナ［i．ン　ミAナ　当今才ッラ・e9ンヤサブ。　…ノ》一ニーン　v力寸ナ
f♂ものも　　1雷　　　　才町って　し書etくグ）でぐかり。　　　　　十人　　　　　　負かさ
　　　　　　（2ノ）　　　　　　　　　　　　　　　　　（7z）1漏∴篇為よベアつ射f議ン鶏∵㍑姦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈＞4）
フ　　トつつンη●　ニデ／ニンヤ　　｝一フム・ノー」テヨー今》ノ。　　’＼一9イ
　　特さん・が’　雀うんでd精務曹泉t彰うの．　　　集隊
　　　　　　　　　　　　　・一75一
　　　　　　　　　　　嬉ケ｝
ラ　’フー　ヲヨーイン　ナfレンニヤク’F’　ソ／
　　3あ　 ヴ尉k　　ねるのでで’けれ乙”　　・e　za
寸す　マカン／ヤブナ。　アンす　オメムー
さT・i・レれ口”いけないんrぐからねん，あんfJ　あびブく
yn・ッ9　トフ寸ンオ　フreサナ
．bゲて栗山　」特さんiZ
　　　　　　　凶
毛一　カエスッ今，一’フブ」　ムコー
もつ　　～s［lk！／すと彰うまで●tく　　　　毒二う，2s
キンナ毛　ねエスッ今ユーマテ　毛一
そんti　eの　混ずt葛うきで1く　　　もう
　　　　v3）　　　　　　　　　〈》7♪
毛7ジ’ユ　カ・ソ　刀身ズッラ　ウラ
　　　　　ノジゾノメむくU陣を　　　　麺って　　　穿ム
　　　　　　　　　　　（3。）
　　・ソヲラ　ヨッンヤー手〉テ　ラ㌧）鵜よし。惚て手宝
“アナフ／　 つノ　t＼一9イ＝ンァ　イ7ラ
蹴腸τご　二の　　象：凹くには　　　いくら　　才てっても
　　　　　　く32）　　　　　　　　　　（3））
：ア　　ヨツシ・マー。
?
鶏て　よし．。
ヴド　ジ》・ソ溶ン
ヒいも　十本
部えつユ認
　蟹）
ワ・ソラ　 カイ9弁
ヒ　　茗い丁・ね
e酬，鵡誌∴／
　 　　　　ウ・ソテマワナ　アカンノヤ7
　　才丁ってし3わびtTれ1窟曜‘いヒMsいんでて”ρ・ら
　　　　　　　　　　U7｝　　　　　　　1ぐ一／ト　毛一　 ムコーノ
　　 　　　（’｝㌧ん！と　　匂り　　乙・：り（力
　 　　　　篇貯ぐアm一一ア
　　　　　　　　　　　〈？1）　　 　　　　アプンニャ。　才メ“ラ
　　　　　　　上げるんτぐ。　　あ首11ら
　　 　　　　カ。ラe　カ9レンノヤツ
　 　　　 　　　　　　騰てずS、・ん樗ヒ
　　　　　　ソレカ
　　　　　　吃れ炉ら
　ト7サン／　フrc
　芽身5ノし望　　自か
イ・ソバご一ソツカラ
ー象発〃’b
　　　K　　　　アつ
イヤ　 ソノトキノァ　ウレシカッヲノー。
いや　 浸の爵1二は　右姦しわ・。てくれうし．
幽趣1∴トぼ詔，ワ／e（
拶：聴焔1フCウつ
　　　　一76一
　　ホヤ
　　けれ
k
　l下一ジ
　そうで’
サンロ
　三テヘ
　フ9ン
　舞ムの
ノ　　・キ7　ン・＝二　　9”イ　うノニ
　　記有，ヒ　X夢1・　拷し研郁回
　e？）　〈3　e）．JZ．＿．iz 、／ラ　フ9ランノヤ。　tトワシカ
丁ぐって　それ17　わらえイ∫いん・でご。　　ひとりし却’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈3ヲ）
アーア^itNン托γ抽ラマ筋’鷺
　　　　　　　　　　　　刀まη・也でぐむの　　そんfSもa
　　　　　　　　　　（4の
　　　　　　　　　　　　　　　（3　g）
トッ9．｝レシうご’a　：ン1弁ンハ、＿ノ茅。
初回禦のね之．
著ら貌、∵∴ご
　E　rヤ・ンナ毛ン　9”
　匂う　そんイ’もの　　玄痒
レモ　9－iンマシェ／ノヤ｛三。　ンナ　茅レニー七ンヤトニ才毛テ
陶　唇紋晴いんτ・物．　‘t・，L・t工程・人τ・”　t臨て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（LCF　O
ヨーシ’マシテ9ラ　 つッ与ヤ　マブンニヤラ”。　カマエ’ソ・ソア
尭ト看際し甲ていでく9　　　　二ちうIOV一　　　菌けるAノでぐ’か’ら。　　　ネ矯記つつ　と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く42）一フデニ　い㌧ント　ムコーノ　eフソユ
彰う窪で1二　ゆ。－1しと　む’こうの　　むくじ瞳琶
　k，
ヤラ“。　　カフエツッテ
tく．…t）・ら．　穿鴛kつっと　≧多’
1義，究孫∠含：（k
カアンノや毛。
騰てfiいんfで’もの。
フヤ’プ
カ・ら
キンう’診ンニ
紡f」勧・
コラ
4身て
TVUtVVV’VVV
Yンず毛ンフ
あんfよbの1’［；
ユ
　　 　　　　 　　　　　　ケシ才ツそe7ンヤrπ
　　　　　　　　　　　　　　へし新ってしま，てくんですりち．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4ヨ）
手カラマカシエヤッ＝ア　ンjナ毛　 e一　プフフワンノ
　　　　　　　　　　　イん’nわ切もう　D・き舶ずハ・ん
　　　　ユーマデニ　ムコーノ　：E7ジュ　ボーン
　　　　v　フ　まてL’tく　　　　む　ご　うの　　　｛ノく　じmp　　　Ce’一ノし・
　　　　　　　　　　　　　　　儲4）　　　　　　ツつ∵招迄；ご繭i”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈4S）　e　vPモニ　daコー7ラ　ムコーゲノ＼エーン
　わう　まtも1く　向ヵ・ワててら　 むこうが’　卑いん・アぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くqg？
　　　ナンジ》一kンヲ　7ロ’ンア1レンニヤ。
　　　イ瑠弄て　　　筈勇L・’（・v6んです。
　　　　　　　　　　　　　　　　（卿
17トーッ7ラ　マケヤデ　コーリャ　っレ　ヨン
溶券tうと彦り丁く弓　嚢けfづから　つれ口　　これ　よレ
　　　ち＿　｝アン，オッテヤラナ　アカンノヤ。　二巳
　　　もつ　　へし才fr・てやらtiくてはい1’7　t｝いんでぐρ・ら。
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KY
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰺8）
一　才プレ9ラ　’ソイラ’コラレンノマサブ　プフフ．エ・ソッ’ケユ，マラ’㌧ン
もう　MTられ仁ら　震いて二られt｝、・んでぐから　フ矯1しつつ　と言うまで・に
　　　　　　　　　　　く¢e）　¢e｝lX”一ント ．｛？iL．．ft．＿ilt．”p～し鐸、該 ，才ッヲe9／。　い9ラテ　チカラワア
to”　’んヒ　へしオff。／しまフ仁。　　　　　　ブ」る惇ど奪　力のあろ
1レ　　A　←コヤ・ソ　チ　　コー一　9　eンア’　ホリャ　　・ラ’カラ　　ア・ソ　9ンヤヲ”
　　男τぐつて　　　該。仁くらいで　・4燃は　刀が・　あ・伽ん丁ぐv’ら
ホンすeン　ニジ》ッカンノ　ィ；／r　ポイト　ウ79ンヤサブ
’私f功の　二t％の　　ky　t3・いと考1休んr・’●助
　　　　　　　　　　　　　　G］）＝テ多・♪マ　 ノケプフラ　つフ・ソヲンヤプ．
｛f’1く1穿　ノフカマ・　　、あ，てでん、てぐ・から．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈e）　）
コノ　ニヒB－e　オィナン9ッ身，ン》マア㌧　をカラ　アンナ
栄セ　ニイ表匂　　貨輿われイニというめていすから　　がが’　わ納り
　　　　　　　（egノ　　　（s4）
シ9ンンヤ　／一．　　ウン。
ltずあ仁んで●dねえ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び）　　　　　幅）
寺力ラgnケフ　デ9ンニャノー　ドゲイが。　ンナll．ン　、す・ンナブ
刀TC’Lr　l　9　　　出てくんfぐ1’？え，　　そも髪もが隔．　　乏んfチわの　吃うでゴ」
　　　　　　　　　（ウフ♪1れ∴，挑1鍬冒∴∴1、；嘉∵指）：l17ノ
　　　〈g3）
一k・ソラ’　ttンnンナ・ソテ　カイッアキ9トキヤンノ。　ンデ　≡｝メ
りして　　O・ちか意思て　帰，て剰・時でしの。　締て’『豚
tvgカ・ヲ　・ノレマ　すンヤ・／うン　ラレフサnッ9ブイノ。〈
を匂らゲても　　逝れ1穿　イ再か雫ロらブ」いが‘　照熱くさO・。ててで湾よ．
窯） 譁ｳ心∴鳶｝∴砿望て鋤。ウー
つワ／．
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シ脅乙
d頓㈲la一一Zで〕の雑履な拗る働紹している。　ω寒心が渦
・・ ﾜ・・（r”口。きりしで」いが、「ラヨー7ン・＼一」臣「ラヲネンハ
ー　」　の　　葛　い　診受・つ　で’　あ　ろ　う　。　　　　　　（9）　＝’の　　よ　う　ヒこ　囲「　二　え，　ろ　～ブ’、　｛1っ　　き
り南ね・らfiい。　　（紛イ到二様表多見9　ム崖夙19二ういう表現が99い．
ifノ・ハ・とも・‘tりと匂闇えろ．　（6♪〔勧…：〕　（η形吹し’
6わ。　　　（、E～）rあf・くろ」tすrノくから蓄え，る」　〃）さζ．　　　（9）て∫eごkin∫9：〕
ωth・ita“a〕　（・’）このあfくり諺乳強い。　　q・2）芽そK葱・未のr’いつ
fiき・二t｛歪、　　Q3♪〔七〇k祠enら〕．　q4）〔morotein〕〉（mOiloten〕．
（疹）「特別の級いを墜けるずぐけの毒婦」ヒでもノいう意か．　　a3）あ
、・＃い“てけ闘きヒ．易ベノ～∫”9　　　（r？｝「バ，ッ」　ヒrうe　　　（’8♪〔Siもa5ann〔ヲ〕
守9間きtれず、「アンナ　ヒトィキ」で「Z　di吻　一時【づ」の鷺
力・．　〈・・｝噺るJの強調。　（21）てlak・・「・〕．　（Z？）二二ta労言
で1さ「エライ」17「（bqいjの意t「つらい）、　「葬がfく」，　「大
・裳fポjf；と・・の惣t借国さ躰ていろ。　：の西倉1手、警武倉で／0人才蔑き
望育る4）憾犬・宴fぐ・プくの鷺。　　〈2　P）「イ司も知ら∫」い人が「＃Gえみよ
うず｝・郁f廟単f∫わんし「やf｝、・」殖・で『あろう・　◎4）嚇幅
級ゐ。　粂Pみの中での一着Pの循級。　　（～分「エライ」の謬じ盾．：
二1’219写癒り「イ意い」の意．．　　（3の畝・含中のろ含かかけ声fご’ろう。
剛脅τ脅YM・麟斜紳彰智。　ex・畑原「ネ鋳，、が。¢7）
二めあt・～し＃わh’　〈1［・II　L・けブ」いんでぞ・の覧のこt　k？・　O’・続く
ちしく、　「浸蘇で’穿ム1つ才ffっ　てし言っf（」　t履r一系免く。　　（？e）忌辰q
め劉足のタであろう，　　（～θ鶏判が騰箔の刀に手を．め1ゲるのカ・、
イれとも、弓馬をY推．てあげ協・1）か，　回二Pt・e　9　“’1　・’劾そ
ろう、，　（ヲヲ）（む・1（in，め．㈱鰭多エヲ隠滅，　㊥あいまい・ρ
〈3　9？〔non「e〕．　（ヲ？）〔？ッ　きη闇二え＿ず♂い9　ニラ聞二え＿ろ。　　（79♪〔aV「a　ra
nnoi戟@a〕。　　（3ア）短慮含でヵ害ひeに相午乞れワ仁二t望彰う．
〈4の「キ刀ロラ威望力。えろ」葱．　　（望θ該武／含ヒ凄じめの5v／努P・。　　（ダ2）r
鮪ろ」の強調．　　（卿ネ時の二とアiど（携わfJい）a意．　　〈49）
　　　　　　　　　　　　　一79一
　　　　　　　　　更
二ltt匂藩判の6e冷か．　　（．4eJ箱身め才てワ／くるのが（軍い）の萱・、
〈q9）相寺のエ霧が畢e承℃イ司ナ昇b筈労していろの毫・。　　（v7♪rコー
，1。」e・「コレ」も「ヨ：／jも「マ9」もtもに、珍請山漆氏が
款倉め瞬1（廻・．仁二とイの3孝の表現。あと・アηンノヤ・3τ『
続く．　鯛・梯嚇靴才筋帽・らもう爾探いて・られ
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うπ意であろう。　㈲「効aし・・」であろうが’．二二で綾うに
（？一職a一一び意嫁で1つあまりに；尺1デさすき’る，　山疹武が’刀メうめ一flrliて・
轍・ て、、ろ・乏の「弧ikさ」tls＝う表現し仁のfぐろう．　　’（6刃（ne｝
¢り山本禽1：．尋ねる切畑．　　媛ケノ家尾が㌧ヒがろ。　　c69ノ〔i：■5aksno
「：〕。あ虫矯のイント年一ン3／．　　　V7）〔～akε「：1〕．　　（9　8）のご・臼，｝暑
めよう芦わのη、，　　　¢9）「ビニ」　（7）踏老「があいまい，　　　（クθ）〔kε
d・r：1　］．　切L多々のイント7一シ・／。　　〈7］）倒置。　（73）・
いや塗ん1；ctldt」いで’可よ」　ヒいうロ調．　　（7．　4＞〔gW・つ「a’〕。
（of）　［　Siranjarroio）　．　（70　C　tenjaror：i　］　．　（70）　［　darE　ni”oio　］　．　〈78）
〔繭w・re・n・。「，］。　㈲同じf9　m人のf・一　四・とても21：＊る
わけがgtiいJというようび’碓信を二Ptf〈宕いカをすろ場｝含、諦尾
に「トっトイ」をつける二とがあみ．　　（．eりr節イ寸け」の潅か。
ce2）　Cndε「ε〕．　　熔3＞メ、の萢．三男て・もあろ．　　（94）〔nq「：〕．　・C8S）
〔w・kaidε「：i〕。　　（99）匂キ歌電Xx　kろ．拷い物貿拙守す・乙。
脚ノ蓼易．　　〈s9）地名。滅ま申当ケ峰町・前出・・　　〈89）rツミ連複
和のξい獅か，琢き』塊のlt…勧・』1裸・のて＼伺か大き・・車でI
t守入うつtρ“歩来・す“、 ・いさfJJ，（一ノ＼幸Pにで・b籟2アη・¢fてのrぐ’ろう。
（qひ）象」2i，　　9〃山漆鼠が移才身歌な歌フて・（Xfく。　　曾勾び、孝氏の多＝
の参6”．削ホ。　　〈？3）「；ヒ｛tfiフて」の慧．　　（a4）彰いカ・け．
⑯惚》・り先め象．　（99）　「Nろきて“i：　」の穂一　　＠7♪・の中ヒZ
　　　　　　　　　　　　　一　145一
b，仁溌1嗜。　　（？8ノニPtゆ㌧即きせろjの該つのようにb思う。
駅）二う穿つZうが、驚ウ東けR，きりしfJい。　rヒ．キヤラjのrヒ・
キ」17もし｛フ・ずると「引き歩脚勿」の「ヒキJos．　つきり、唇才身菰
窒母だいず」が’ら々象Pt　r）の一dif　bぐ芽寸に♪＼うと、　田にいでく人鑑がイofか「
ぢ｝きt拡才勿」（といっても若＝石多乞ラ萌。・す，るあグ）ようt｝匂の）礎ζもら3：ゴ
うと．者ってくるヒ．いう意て・・t1と想イ象育ろ。
竜v未けわρ・ら言●’．　　Q・θ璃iC製図1つずiい．
（、1。ヲ）毛i才寺，計気ねΨ1つ（ク）二，…ち’そうTrごと言う二と．。
いろ小疹叡め種の箔が（をえ甘い）．
（ios）象易．　　を07ノニニで・認が急転する．
口開。　　（〃。λ（109ノの象のメ、の彩。
才身ちて“省っずく爵1く（いで二）e
’二宕で1弓イ髪a）rアンナトッカラ～」に金売く
ワでてと㌔、う1＜な5すカ・。　　　（ilG’ノ（“na：〕。
イヨ，　て　き育よねえ．」　とし・う勿し才考・ち。
qlg）　｛　nonir：1］　．
いう口綱，
で尊い直ず．
Cgan　nine）　．
（　kEaonor；　］．
Q3の〔dε「tl〕．
　　　　　　　　　　CttX）券易．　fv歩
　　　　　　　　くIB）二二ですし3卸“’夏，りるが、。
　　　　　　　　　　　　。　　q酬穴虫へ嫁に有
　　　　 　　　　　　　　　）’の「マ痘・分以前η・ら
　 　　　　　　　　　q’7）地箔。試t9希ナ＝¢P也B。
　（”9，　（｛：nε〕●：（プ）あfくつ、い言フ’｛二2ノ汐つき才trてと
い・汽㊨anの，　Q2∂代％詞。　　〔’22）伺鴛のつじ（？’
　（1・ヲ♪〔it七・・ak既〕．　q・4）〔」・3Da「：1〕“　q・r）
（1］9）薪iて瓦町冨ず’い．　　Q2？）　〔～adε「£1）。　　¢23ノ
（1》ア）、（130ヒとbLCL昇綱d）イントえ一ンヨン．
㊨z♪〔1μむ〇七ε「い〕。　　（β3♪象易。前t±。　　（β4）〔nε〕
　　　　　　（i　］9）！＜の影。　τススギJtくMく闇二え，
　　　　　　　　　　　　　　　　　（i39♪9〈易で
　　　　　　　　，　　Q37♪　彦いρ・ii。　　Qepa）　k
　　卵’）　泣具才身ちに宕ワfく。　〔i勺tan“a「ヨ〕。
　。d虫芽寿のイントネーシ3／。　　94刃末，尾あいま
　　　　．　　CiqS）二のあ仁り早口．　　（i　q9）〔ur「をコ．
　　　　　　　　　　　　　　　剛（h・「：「｝a・。「ゴ〕
　　圃芽爵り逸への韓輿のこe・tc糸車．　國
　　Q・の二う闇二え，ろρ・
　　｛ico2）　［　nondE　）　．
　　＠4）毛碕身性ズ望救．て
¢ゆ「前へ彦毒j意．
　を・2ノ〔h。ide〕。　　q・ヲノ
　　　 ．　σノ・）道翼
隻3の遡彩。試＄申匂ホ奇町e
ゐ。　　（剛「馬入ワ9具・e如稲2・て剰く．
あり、η・つ凝a）易くの萄享でbあみ
男　て・・　o、つ　　街　零　　。
q隼2）（hσ叩keno「：1］
い。　　㈲〔wakaimOno臼
獣身Kr（うTでろう」と圖葱乞田あろ調チ。
◎今曾）〔hoidEr；i〕，
「あほでぐり経」とwど・ういう〃）1と著うのカ’ノFヨ月・イ司か念イムめよう
　　　　　　　　　　　　一146一
∫∫もグ）プフ、，　　　（ノヶノノ〔nO「三〕．　　 （ノタ2♪〔n♂：〕．　　（ノζり一ノ応蓉疋しf二1フマ’、
意・＊・（i　7きり切”・　籾〔」・・　・t・，，　圃「g楕・の葱。
QffS）て・3i3iwa「：b．　Q与ワ）〔aic・・t・「♂〕．　圃〔n5　L　　ktm自己
の　　う　　f”すけ　き　　e　　　　　　　　　Q9。）地ヌO　．　　i？〈　≒婁　ぞ1ラ　；孝；　イ募三　町　9　　　　　　　　（y6り　　（　hon　』σ…9a　〕　．
q6・）〔」・tt　「a〕．　圃発告あ・・きい・　囲〔ヒ・rla：〕．　Q6ケ）〔h・
r・・　」・r・晒・鵜勧イン｝！一シ・ン．　幽su・k．Az希黎野
町。　　qg7）（n「o〕．ヵワ聯1鼠に暑ねるよう。　　qgs）　秀えt；グら、
、1・さいfbで言う。　　（1　97）翅ん．試｝市駁町。　yの藻野町と同じ白
歩地〔多にある．　　q7・♪〔n　「E　ni　k　c　l。　　q7n地乃。試；帝勾当原町．
塊マma　e内・前歩・
．一@147一
　　　　　あやべ　 たかつきちょう　かんのんどう　さくらII．京都府綾部市高槻町字観音堂・桜
?
虎藤
?
収録・文字化担当者
A　収録地蔦しそめ六言t：ついマ
！　地唐，名
　　京秀戸府綾昂守函視町享観音堂’論評’
2　牧録・地蔦es概i観
　　亀視町・’EI・　s一回マ街柳・弱ヒ・錬へ約／えk・nA　t＞うじ掃、
　宏村イあゑ、交遍感不便で．国・鉄の．鋳鳩線の「梅・迫」（うめでの駅
　かり隼イ’八b。昭和λ8昇し、綾部爺し編入ざ碁》まで鳳東／＼N9　（c
　（ヒガシマ・．タムラ、約2・・P）（橘（一一（…17，。現在彊戸約ス4・
　人a集落2守マ。、今・回6〈収・録地墨停、）A高槻．町《桜し編堂《二つ
　伽」・宮ぞzsb。一本r道路でつ享が．マいて、津料呼も語群享んラA
　区刻と辱lvいと見うれ診。
　　県激ぼ、野老・禅浄バ多く、旧鳩豪ハuaK・全体一ゼ六か寺あう。，雇等ぼ
　震彦初、tくじ六根が筒視夫根の名で通．マいうしいう。　　　　　幽
3　収録lr、ナ壱；ON特色
　〈一一）　六工区・画上en位置・隣痔諦六茗1・の関イ糸
　　輿村三薙汽9近欲六ちの下畑的石ア究ヨし料八しゼ当該六壱σ、鎮巧一
1皮ち・葉どてr撚ゑ。地卓上A．名。〈、そA書琴播州¢画乞あうh可名とf
　純一τいう。翫略侍、ヤ・ざソそPtとおソぞ訴うう。禦丹／笈六宅し診得／
　一一・・（し奇い享い毛《，t・7x、ラ「？L・kT一丹下身し間dt　eL地⑦六言ぢ曳ナ1・、珊イ麦憎しよ
　く統（Sう（e’、・含自馴し借れ碁5ナち状屠膨即しマい5。その翠、体相
　蒔．レx千し述べる当諏六彦∫下記《う2．しう刀・がう）しがで3よう。
丸：二）　老韻上r特色
　《モーラ・表＞〉
?????．???? ??? ?????????????????，?，
／sa
ザ
／　zax
????
ツァチ
／　CEx　C　i
　夕
／七ム
　ダ
／　dat
　す
／　’na
　／x
／hム
、??
／しム
　む／＼
／　pa
　マ
／　mzx．
　ラ
／瞭
　ワ
／　wax　／
　ソ
／N／
　、ソ
／Q／
、?????、???、?
?
rl
／R／
?
???ッ?
??????
フ。
Pu
????
???
?????
ヘ　　　　　　へ”／2．ソ3
争句。／
、　、、　　　、　」、
ソユ　ンヨ
　　　　　　　　　　’ZJU　ZJO／
チュ％チ土
㊥G・cJ　e／
㊥脳
??????
hju
如
ニヨ／
nJ　o
tヨ／
hjo　／
｝ヨ。／
幽
鳶。／
MJ　U四。／
ソユソヨ
中d・／
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c経者上・の特色》
（Z）　CSj　L　（O］
　前痔老縛し連統／rt現he〈う／8V／（EF・．主（・売卑層｛・おい一て〔0－」
し享b）tが多い、人しょ・て、？汽場・含しょ．マ、〔o一〕が現の縁
？一い＞Yeあソ、ゾうvう場・合・v・・うAと粥下し諺；う）X〆困難一ゼ毛
缶う。〕乎ずみし法則的ぞ享い。一～’あ5かう．〔G〕の魚価毛、文穿通ソ
a〔o］かりt8」しむ（う近いかし黒・斡れb千as穿で’幅；広く訊あうA
i…；・｝・ラ　〔つ恩・う。
②〔bコ＜〔の
○・・一一… @っ’ドeア　毛v・ソタラー…（3候つぐ戻。r・b）
mlう享のが閣か撚あザ，多く好守い♂う一であb。
③〔O〈〕〈Lzj
　｝れ毛多く匿2’いが、　スがワラノ　ミチダネで　ナイー一一一．」Pt＄
う享r刀ぐ聞かeL・f・。
④〔h〕〈〔S］
　「ヒゴ旧知ン．」（久子fん）し言い、「アラヘソ，」（あソ貯（廓ウ
し奪い、「不イテ」（そ（マ）t言う享ど、＞Aラ将か亨ソ盛んデあ
㌻ヵ三半足諺句のう・んしのみ1…見ぜっれ．一，般法則的ぜ呵一台・、写お、「ス3
を「フ」し謬う）bぼ穿ず享い（、「シ」e　S’「ヒ2VVう）じ毛ケ享
㌧’。ヒ VVすイトモタレデじヨカイア．．“（（♂うが』等いt．職。花んで
（，ドうカ、ts、♪ク・・Fラ（つあう一一一一六一で、　「“ノト」（入）、　t「．シトツ」（一つノ
・7Nようい茗う）とが遜♪導〉，ず碁う。
⑤母暫
　一声化’x悟す（r立的7溢国界や句しあう。
t「 ＝[ジ’デ’ス　カ。（明i浴ぞ一ずか。）J（プお、アう「ス．Aの・母音1鉱　明瞬1♂ダし
Vr〔祠であ。て「ス。・揃復の老飾％全し張ソ励一聖母ゼ憐・
アし．
⑤〔ムロ連、r母老
　相互同化岐旧い、一．般し〔1」母音将フ麦化ししくい♂うであう。T一・ち
く．携t貞パざ千例mJう｛・、こ＆ε」め♂う￥経・音バ、と・きど窒聞η・れ
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加臥1疑；一fべ窪イ憐乱〔。り託」（，1・貝く地名〉），〔。aε・ム田（おあ
い〈ん’＜人k＞）、〔一s∂しkムεde〕（～T．rかいで）
⑦〔oiコ連母音
　相互同化昏一い。「良い鳶『ヨイ．」であう．「エー．毛か亨ソよく聞DX
碁るが、「ヨイ」ヵ〈妻唇ラ彪3〃・まいちv・牙マー’歩、b。
②長呼
　「テn（血1、「ミー．“C実）、「ケーユしケ）Ptよう1・、茨通診で一老節
し茗うA乞看ワ指すb．「グーミ“（ぐみく甘物k＞）は洋純、享表門いξ7（
v’ごおいの＼。
⑦短呼
　「ラロタ」（咲ウち）、「モワタ．＝C買うち）のよう享短呼が優勢ゼ’あう。
t「]刃」し算履）のfう享短呼蒔，穿哲一ゼある、
○刀キ（挿）；キ　ヨー　クタ　モレジャケード…㍉（泥男）
のよう享《は、促老r脱‘ヌ各でぼあbが、即効犀・bしてσ、看一母老の短
呼しイ以マい卜う。
《アクセレト♪〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　京飯アクt乙ソト＞f’　｛？．翼守bアクにレトが現，わ4ヘマ洋目i4へ5。二看
騨語《アクーtlz．ントしついマみb〃へし、7ちとえパざ、宮鶴￥・会詑の中し．
　チテニ6（し）、力タデ嘱で♪、ワラデ＼藻イっ、ゲ’タワ（千跡・蒔）・
　コマワ（独）棄悟1、エキエU駅へ）
　カワミタイニ（皮入ヒルモ：〈蛭℃）、タビハイテ（足俵ハイマ（今）
　ア｝し（有う）、プル。戎う）．キル〈tP　b）．マク1幅（）、
｛〈よう享働プ聞ρ・れ診．輿村武が「電導式誌とでれみの幡〉めよフ
守穿勇（をおずえマPt）Lヒ財わ鉢多。
　と）うで、）．め」う享アクセントの行享わ暮う反面、ちしえkガ・
　イマノワ（・令a・｛G）、アッタンジマ．
⑦の肋べ覗引戸ど闇商の娩ずうあで掃一コ鳳蝶六
茗のアク¢ントの穿純ゼ’盲い身橘がウかバリ碁う。
　当該キ疹彦騎士ず、ブう’有力享’面時、アク¢ソトであうう。そじて
それ感h詑のアクtLントのみ了うず、文アクtzソトじ七抄いラ乞）ど
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i一である。文アクゼレト上．の特色碩向t／4、〈（あたソ〉ズの三噸があ
ずつれ♂ラ。
①後上がソ調そ仏一（上．昇調子）
　’匹ど幻ば
　　　　　　　　ノ　○ソーデス。　（そう一で可よ。／
　　へ　　　　　　　　　　　　　　　○ジョーズニ　シタ　アワマシター。　（上…劉烈rtあソ孕1たさ。）
　　　　　　　　　　　　　○ボ’一シ刀ブソヨッタ。キ毛／ キテ。（馬子かぶ。マ汽～着
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て俗．）
め串うし、文ま二三上バソし茗い収あろ。）の上昇調子略、孫ちかそ、
文末詞k用いて哲九たか、《キう守ゑ現働果乞溌三塁b。頻用くr碁ゑ，
　⊃碁が、文床土Pt上じt実現，1マ、〔きソt’
　○一一一　ハク・巳ソ刀。　ノ＼イ・ソテ　ナー，　（白線ッ・ご貯いっマ柘・λ．。）
　　　　　　　　　　　　　　ノ　○イソ刀．シーラシーデ　ナーア。　しに1いう1いかラ忽え・）
のようび訴噸之ラrL見イみ。
②復よ一かソ調そn二（後下卓立ノ
多く文宋詞「ブユで民あくくみ参しおいゴ、ちとえば
　○ダカツキデス　カ。ア。　（し書ラ、奄槻、c’ヤ渓f、！ゼーアカ・。紹．）
　○マイニ・ナ　才ロシテ　七ロテソデスンヤ　フー。　し毎管下う（マも
　　　　うのψぺうんです二二。）
　○ゾメモ・ソマカ．『π一タソ…；そ　プ．　（調物屋かぐあったんぢよ将・♪
Ptよう〔気bt」の恒前《一老静拶’・アカく卓立マう、有ヵ宴型が深み。
　○ソエダケ　ノコソマス　ワプ・（多れぢ＼ブ記騰し残ソ亨すり．）
　○才ゾゾープレイ　ツレテ　マイッテ　eライマシタ　ブ’・
）う・・うza毛甚お、閥題のと〉｝で卑立して馬下餌マう哩レてf？’kb．
　あいくrつ）し悟1：、
　○コンンチワ。（初事そ一う二男♪・中男し）β幻マ7
しあ診〃へも、同じ文アク¢ソト傾向じOS　■と・f＝　t　thしみをでれ，1［フ、
　Qワタソノ　ショー刀。yコーワ　ア・ゾラ’デス　ワナ。
一で貯、〉仏復六卑立“型バー文マし二回お⊃っマ＼、う。
③疵統函乎調
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　上記例「才ジゾーサソイ～」　thξうぞ　高后の平うし連続、丁るヲζ
アクセソトィ嫁向忠孝乃一フよい。
　○ゴムノ　ナぴク。ツが　アル　ワアー。
　Oプー。才一イニ　アルやW。
　○…チョード　ノーη。ッコーエ　イットル…。
亨ど、蘭些し現むれう。語論上し訊あう仏芦秀目型て汚t吾、｝め文ア
ク¢ソト痩続、高網平し　享んラかの圏憂包有すうめであうう。
（三ノ　文1去JA特色
①文末詞法
　寒声三文宋芋貝一一（　te．「ナー∫ノr「ヤ．「エー一一．．非颪的文紫詞
似毎、「刀ゴ刀イ∫コ．L転威文f詞t（マ〈e、「ワゴワ≠∫ガプゴン・
「デ”「モレユNe　Pt他があ多。
　「ナー」ぼ、写η＼でぞ、当六言生野《柱：Z．そみ万で軽う、穿ハ文才詞
イ7K　b．）れ神使。マい》かぎ＼ノ寿ん（”　7物が言え多Xb　V・ち風伽
ueg　Aよい品位劉昂碕プう，・干＿ゴナζ∫テ巧免s・　／びr一一一ご＝ナi
の四纏め声調が訊あ叡へう。
　「／一ユ｛＃．外隼忙し苅マみsう写云的写物畜い1・使う、
　「ヤal翫「イケヤ。」の！う7勧励‘（1表現しあうわ撚ち。
　「エユは、零しえtゴ〉ズあヂうし用いラAb。
　○ジヲーブカ　シランガ　エー。　（志下DXしラをい刀く計え！0）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コノ　○…一コレズ　キトソマスが　工。　（》れ包着てい守プが栂・♪
助詞「刀㌦のあしし立つの彦導しずう。
　「カa　“77イ」「コ．“
　綱いヵ・匹〔・訪相があ疹。「カ」の対峠品1仏を幅；広い。潔い・悶いし毛
でい毎い守悶＼・し毛←カ．乞働ヵ・ゼう。「カイ」σ、視慶の橘膨診っマ問
う文才詞イ’あ診。「カイノー一」tいう複・合砂毛多用で撚み。「コ」に夫
バ寿じ、・砧ヵ曲象し、しいラ〈1’う7、身内（〈冒千し対すb，ジ＜＜だ’ワ
匹・悶＼・）し曳かし’享っていみ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　○ホレデ’七　ニカ。ツーノ　ズワソーコ。ロヤッタ　コ。　（禿男→季）
　「ワ託盛ん（凋・・ラ土工で掃．男よソ拳々し多い、「ワち復
　　　　　　　　　　　　　　一156一
・含形佑多用イ仏診。
　「デLe．？r層弓勢字文国詞であう。告知の文表現乞フ〈b・
　Q／・ヤカッタ　デ。　し早か。九よ，）
②敵轍法
　毛・Uも注㊧Kek　bのtif、「て」敬語法であう。
　○ホソマー　ソー　ユーチャッタラ　ソー刀モニ　シレソ・
　　豫んどし　そう　おフしゃ仏tゴ　　そうη・も　／仏享い。
　oヒトツキヤ　ソコラデイッテー　シト・アしヘソ・
　　一門穆度（atK　me．で砺≧し以ラ’かAうメ、。マあソe／享い。
助詞㌧て」診ドじヤ」「や」「で1す∫の」ぴど㌧で受x7マ成ソ芦っ穂綿活であ・
て、叡》親し彦兼盈てあうわで日導的萄く譲法一であう。灯〕右乞’そ他汚乞
毛）碁イケ寸遇可う。茨構想のヒれ診’うれう・し疹いヵ・フしマ〔守門、ずイす
ぎ’るが、常態ぞ鳳決1マ享いtいう、チ虫得の待遇無橘彦まくゑ現すう
のぞあう。男やしモよく用いみ。
　命令・勧奨の三章じ匿、千記AXう7㌦ナハし．，」「～プノ・弔ボあう。
　○＝コエ　 ムイドクンプーノ＼レ。　（）Aむいて／倭へご一て下てrい．）
　○乏・ソト　ザ㌧クバラレニ　カレカ。エテ　ミγイ　丁。
③イ縛弘法
　偉純シ去禽置足化し匹プが杉が、？’k’次のまうし訊あうPtう。
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コノ　○ヅ3一ズヤ　でシニ　ネー。ソし格，タラ．⊇MLデス｛。
　　お一世締ビや享Uっ給え、そAほCめ）ぢ。7～栂ず〉そ一でずわ。
　○’コ・ソテワ　シランデコソアし一一一。
　　こちラ（子　知うで1ついう、プれゾー一一一。
④ヤ行・イ若便う去
　○プ刀。クeツ　ボヵイテ　ノ・イタ　…一。
　oヌズメノ　スーラ　サカσイタソ　一…。
⑤断足・表・現法
　rジャ」ザか享ソ｝く聞か碁診。同じ人の溌も中し，ジャtヤもバ並
iジ用・、ラ軽診）じ毛歩・う。
　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　 ?
　○ヨイ　　ウチジャ。　（いいお’塚享んだよ。♪
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　Q＼／一ぐン〉’ヤ　 ツH“一。　（＞fうプニジf㌔rσ）
⑮梼統液現法（得続助詞法♪
a下多一し、t「フーり．“バラ主目く碁うe
　Oケド　マー　ゼ＼／ソーナユー工一ソ　アノー　ドエライ　才マエト
　　フタワデ　ア・。テー　イキ　コッテー　イキー　シタ　コト七
　　ナカッタ　／一，不レデ七　ア・・テエ　ィコニモ　マシャノ
　　薫ップ七情エレアソ　一一…。（禿男う季♪
毛ヒ卜しが断足助勧詞「プーワ．の中止砂であろう。そ執が』、）こ幽ゼ貯、
「で」あ9、tf’ンが’。マは　A｝う享梼統磯下野，好β1ていう。並立助詞風
の、
　○一一一『プナゴワ　才アプラシー　／＼カマアソ　才トコワ　フクプソ
　　デシタレマ。
⑦ずう享の毛あうが．）Aしマ％、享みA並立表現とぼ趣と累し1マ
い多。　（一般．en並立助詞ヒ7tねt一　（子、いず撚かを選択写るの績・が陶あ
うと「謬わ4へ7いう。）
b．　「デ」
　）碁がか享ソor　〈聞ηあみ。　t「スクナイ荒（ナ2ヤη・り）、「アル
デ」　（sうかう）7ど、そのイ列しe多い。
C．　’T　reイデゴサカエデ、“サカイ」t’バカエ．
　○　　マエワ　カタデ　モ1テヨソタサカエデ　イネモ：ナスルソデIL
　　　ナニ　　＝スルンデモーヤ“／タソ　・…。
aよう｛・・「サカイデ」「サカエデ」nS一　“く行Vわ碁b。
d．「ケード」「ケ’ソ」
　逆楊血統法し耀、「ケードxxが多い。　r多。tモ、文ヰし立つよソひ
｝勧煉訓・凱て，そぞへで文・仲止す錫含・修・・．
　○…八デブ　シプフク　キタソナソカイ　スルケード・
文末詞「アー」の下翼ずみし蔵しぼ、
　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　○…一ソラ　ユワンプーソケソ　アー。（そソやものしゃ享うん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼アビ低）
のまうしもつ）しが多い。
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の叙莚，態（刎表現法
　罐視熊・しヒートし．力漂いつ4k・be
　t「～ヨル」ぼ、回プe・継統下し毛名ラベ3液現法で、；9　b。
　Qクツ　ハキ＝ヨッテヤッタヤワ。　（eec　5し？いrtお・・で1つっで，ゼ’〔＆）
②禁止の張現法
　一段ラ古用動詞彦シ古用／マ集止めゑ現ちす｝ど、おとんしズ
　○…一ク・チナワ＼ノ　アルデ　タベア　＝ヨ　ユーテ　’“　”’　一一。
の手う〔ゾ畜う。「タベルア．イ守・、嵩じ1彦目ゴ撚み。
⑦彩）蓼動詞当用
　○ジプレワ　ケレコーアシ。　（白・／px　｛e健ノ象だ1。ク
遵体移し同じ形が終止形1・亨。マいb博・し注頃ず撚乱
⑩あいで’っ）blゴ
　㌧令θは・」t「コソニナワ。i（々ほよ〈「コレテモ・」／という、
「、今晩好dほt「バレアソマシタ。」「コ’ンバソワe」ブあう。
　○キゲンヨー　 モーッタ　 スフイ、　ヨイ　 ・ヨイ。
⊃鞠δ、鳥子夫婦バ庚。かの三士之マの、泥母φ「誇かえソ．ユのあい
’ざつであb。　（t「ヨイ　　ヨイ．i（e、「よか「τ5よガ＼フ7㌦。」ク、プ亀・。）
（k9♪その他
《地歩ノ還足め擢由、協力看『しついフ）〉
　煙管府の六言を．秀えうとぎ、そA4〈2？〈ZVいかゴ、京洛碕のケ壱ヵぐ
落ずヲζんラ三鼎・5・昇度の報告庶京秤守野外の一祀馬あオ宅bbソ
あザτ託《であ・1＝。亨御守しついでぼ奥彫麦あ六言とMソあ・ブ彦
い／、鴛Pそめマ閥必暑波乞毛bソあプ’憎い。で／あ芦ソ幻斗、度じ碍
’丹波を、52年度しσ奥’円一彼8調査報告し／うど秀λ．r・。ラ。｝：うど’綾締
守嘘劉ヘイ’当申（ゲ堅剛ず屍ゆ人ρ汽・うthで’、一円う皮至言調壱：じ耐更宜と
与幻ラィへ診一で訴うう。
　そ＾知人し貯、現単二ア函夜激頭、渋谷計二氏でSk。穿静隼備ガ・ラ
穿復の聞窓vソし至5？で、甑実親切び協力乞いあだ・・乱穿杁観
循堂一であ湘毒イ’叶、収餌：馬弓・でそ辛みJ〈室二降Kt㌻、格射《わ’也誌じ
7。f’．幾度毛の回復の咳問。・、終うしジ叡示千で。t’．ジ募該・esブ
　　　　　　　　　　　　　一159一
てaヅ観切2い7ち花しき、帰ソ1・匿ジ子，尾・｛・　．9ブ送，。てい匹73’〈享ど｛
rワ。
　桜一でめも古箔ラ後勉，信一氏蒔、篤象の人であ．マ、多’／七の中、表時間傾
極的（・残訓下で。乱ソ昂ソ｛・Leソ，げ守桝幽逸ちくfん・・ち九’い
て無編1π．
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B　表壱引しつv・マ
　別邸所指定の特号以外し、年報老宅二し仔、ン之のよう享露営乞用い花。
（卿　更　の＿R　貧
　　oド’コイ　イコトモ　フrモニタ　つト　一一一＋一
　　　Q　．一　．＠　T　一　v＠
　　　　八・ンソ、　　　　　ハシルノカ。アー　…一〇マ
　　　　　　　＠○一一一　アーニモ：　ヒニッ、ソクシ
　　　　　　　　　　　＠　　一　〇一一一　シラセルヨーナー　コトヤ　一一一
上例を用いマ以下説明すう。①・～⑤甑説明め匹あの稲赤・・所。
a、アクtソト表記
　アクeソト記号a犯1看。臼駕享呪象形’葱、商志気南弥二段の抑湯
za　u（そ兼柔し九のイあ奇薬線笥ク〈奄老であ乱
　守乱上例のOa！うじ、焔綜ヵ〈途て舛ヘマいう・aN　｛？，今麦労か烏音卸
位（ヒト」）力以前の葉者老野立（r　ns一　一a）｝ソt、でうしノ段南・・）
ヒ｝表の可。　（）の喜かうVれ（ゴ、結累レしマ三段簿葛表記（／7＞ヘアマ
vlう〉しし了診。）
』．呼気段器の表冬
　呼気段：露一「老戸の■ぎ碁しょってそ《前復乞限ラA　そ《中間し
（eと：ぎ塾tZ，・含tr　Vゼ老寒威，釜克Σ．呼気段落しいう。」（汲獅ゆ詩κ歪猪声
’学∂）一く？、δ6ず（z文ラa構造，し即応可うzL奪限ラを㌧・。むしう檎造
乞越二しマ白・往葬炊イィんあ診。禰、的立場か・ラt手，そめ呼気段秀《判
足｛・困難左おげんう）tグい子“（し♂イ’部う。　〈一t7　一’（7バラ、／全体b（
て見上場令、一気し溌考ゴ胚ち卸分、㌧・〈ラか区切ソか、ブんし溌音丁
記帳’聯分、あみ〉貯、、思秀あ整梶て多右あしいゴラ〈イ木曳丁う御伶7
＞ジの、おあ’チその判断’呼一でぞr診。花Aがその／う守盛観逓呈可う・・マい
あみカ・ラ、そPt状態彦一で3診ぢ、ア表孝す多）しぶ望審1刀うう。
　そンで、諦卸6（静相当♪し誌奪アひ間（わの表短と判断く、比軟
　　　　　　　　　　　　　一王61一
的短い場念、一ず享わちし才レんど間あ置かず’〔・託亀・じ諺い杭ブラ暮てい
bづ易・含じ（印一で連結k（⑳A＞”》うρ轡碁）、vc，穀的悶の表・場合、
可亨のラ冒月うかし声乞てρゲて一イ木み／マいうb訊めラ撚う場・告し＞fア
彦宅己入（③Dど）うφぐそA）．（ア：ン。　そ1マ両看の貯1ボてヤ間し認めラ子へ
b場・含〔・・嶽「記号（＠CA　b＞う・くそ4・）し彫。
　）お〔・よ軽1ざ1明ラ刀・守呼気多隻落しG、・薦記号享いし〉印ゼ’区切ラ4〈
b一個写い〔二楓以〕二ひも齢｝痩，抗（二個以）二の場合貯（移アマ”連締で
asマいb）Y・・う）凄し守D．
C．一母：音西衆貯・キネ（ワk2〈、も乙
　・表呼一柏・分《一At）＆号）｛以吾及しヂ享いやや」長めの経老覧子・若嶺論的
し〔♂萄卑守煮や≠彦待ち守いと秀んラ碁5ヵぐ現裏砂専葦め精神乞貫い
て　〉仏℃ぞ花、でヨb拶＼ア朱記け～）。表考祷号《半分の線分で）
碁迄詐／／一・。　（◎のと〉うヵくそψぺ）
d，応三文守ど⑦張記
　「アー」トエー一　」「エンゴウソゴフン」『ホン」「ウ’一　」「ヘー」亨どの直音呼
徽妙で張記のくむつか1い。）碁ラ乞精蜜守老声記号し表記（／か琉「b）
zいeでほど隼墨守気祓守享刀・ラうと秀え、＼・ういち1主記tf・、享
い。類型化t瑛1型化（てのカブ表記丁’げじ止．ハお。
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C　収！鋤み疹ク，概説
1　タイト1し
ス　出鉱無事9
3、録音易所
4、評し手
エ，望，蟻の身貢す3
　／9ク6よ『卜（日召考祥フS・／」キーつ　2ノ弓2λa
旧名碕南観町穿観老堂　ム皇二即氏宅
　ハ　ム室二帥氏　男　明幣3／斗生？A　諺業
　　　　表く村役場（ゾ勤あ，助役L勤あた。
B　山室畜江（ζ　々　明ラ台引靖・生？A　薙孝
　　　　二evkcA毒。油彩上杉町かラ修入ソ。
c　坂本アイ民　々　明おヌ7隼略穿林　雇蒙
P　坂季ヨシ／伏　々一明浴36浄嘘孕仏　巌’蒙
　　　　アイざん宅b親、igQ関係。
も、¢衆心環境．劔老オブく況
　同商務工期。’録音脇櫓良’好。一±地・＜嗣でA・会誰乞ビ願いつつ、結嘉
しξ妊聯碁しゃべソす（デブ、。’富ごエfん（e言｛丸子きで誌’1ぶソぞ魅力的。
声z・　4v　re／・・．坂本アイぐん暗、渤バ板、丁マ、溌坐ししくそう7・し）
うバあみ。一最与．長のβぽあでんぞあみ。ヨシノ丁ん妊、溌壱が’沈心的
少マか・乱彫巧ラ傭いえ・諮くっっ訓い．」隆ン即師手．
つ固めZソ幽し凍適し、外乎右で郁佐藤への解説右三役蓼」乞果
た．でA花．
1．タイトル　2、）2N　e　・・）う《衣眼
」2，　3、4，　8百　　e1、望！洛の紙ずき」〔つ旧（い
???タイトル　　・3、小学汝ど）どをPt遊ひご
13、　4日　　　エ、　2，｛＝同じ
録普環境
　途．中、B氏バ、蘇わぐ順いマいbaし気メ寸N・貿鶴．他1毎麦わラ
守㌧、。
一i63一
！．　タイトル　　・4、1）．ゾものおやつ
2，3．4八才　　！．2、3（つ同ビ
e、縁音環屍
　　欧呼野払1て訓イ・ウ。途軒、タト歩八極加納
棺でん汐ぐお茶と運んで豪語。Ftする。’7’武前国勢ム鼻であb。
i、タイトル
z、録音二目va
3、・録二心祷
4、諺｛i｝”
よ）ゾ毛のこ，う
　／976坪（昭和ダノ芽づ　λ月ス。日
記：締や繭視町穿祷　渡辺，1畜一K宅
　A　渡勉信一氏　男、朗ラG43隼嘘？4へ宏蒙葦ノくエ
　B　渡妃久6氏　々一六正フメ手生尋碁　）襖蒙
　　　シ隻セ信一6く貯、軍勝ほ別し（マ外ろ主歴守く純脅の土処人．。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヲ　渡鳥久子代貯、修一で’Kの夫人。ちおユ　福1和」へ7・ら看券が胚た方
　　　　　　　　　ぞ、純粋の土尼人イ＼守7い。耳ロで聞きtソし
　　　　　　　　　く・・と⊃うカぐ多い。
　　　司・会右激谷もてンで・く紆，土地人であうカぐ，∫手法バ42支．修一氏b
　　　　　　　　　従兄第泌間柄
　　上・記のジとくゼ’あう々・ラ、純粋の土地っ子で禿卑層しいんしガ億一
　　氏拶ザであうが、上記の亭う享夫婦の対諦そ・手ち、三体的三民村
　　寡、庭め診語生う吉の一掴ししマ看矩と秀フしラ碁うので．）二（・収録
　　文：写イ（・すう）とじ（ん．
ぢ．／録二王現・！録回状沢、
　r司、扉老佐藤（e，イ3うT一ジ、アう守ずいて聞くだ、帽烈ち．司会右の努
力で、か字ソうちと、ブで彦吉じ享っ㍑し／罵ウが馳、それで毛同序潅がい享
、ブ碁（を’：もつし白耀し2ゴううかz毛風・りなち。久子夫人ほ、お孫でんと
守ソ（守バラ時マ移勧で4〈kので、声vescik｝くマ聞．？・r　bソしくい奇分vy’
ヵ・髪ヂノあ多。お蘇でん⑦アーアーしいう声で諦声が消ざ碁》しンう毛
ある。
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！．　9イト）し　　6、塚六気ひ）と
λノ3、4ノぢC？　「次）ゾ毛のごう」じ同C『
！．　タイトル　　’ス縛婚当時5（⊃と
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ヒ、あ，栄巧やんL。
　　　　AA　カ㌧コー
嗜萩へ
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　　いし　二二鼻バ　　通冶♂うじ　　雪（才姶　　k昇でげゾ　vaA．・
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　わ杉いrゾ三三ラ　鶉やゾの　　，陣ぞげ㌻カ・ら　　　享んイ（
で嘉線謡π9∵『認∵髭ζ存∴（1卿
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臨質　鴬枝へ行・抑し享ソ穿け・鳴ジ舟メし。
z・T㌃ζ：三募（＝そ：　　（A∵㍍一　）　　こ㌃う伽♪．
　ヘ　一一一一　 　　 　　　　一一∠L一
い　　　ヨ　フ’ノニワ。
うし（奇。
注記
q）　「デス」のteスJηぐ「づ’」し：近く聞》え，う。
｛λノ　｝う畜い享がラ、老物か霧i元δひ．Lゴ。　ft，見一。多，
（3）　「ネー」包老おうと（一て、tig）Y一〔2’・ox「プ’・一一」声ぐ歩花ブ・〆、、ラ島じ
　，f＞4〈｝う了（〔nεDj）者しEっ彦毛ρ、か。
（4フ　f「ソし刀ラ“以千数諮宮戸ほ笑い》がウあ溌も．
（勺　「マレダ」をカ2．｝Mて一段商ゾタ匹で。
C6♪　「ヘラコ」略、　LeまA享、・1ヨ和一下鮎。
（7）　t「｝アナソテ　ケアソテ」、：カ8Lあて同線的じ。
〈s♪地名。上筒井の噺寄蕩。
し7♪　）〃へt「ダ．、断’超．助鳶力尽走・ちがい享いが、地）tしゴでσ写い．
u・）　「ロ・ゾカゾ・ノeユx宅。マ、復あてヒロッ刀ソソデ」し落㌧・写お
　でtンろしそれを簡約し画調ρ＼ア乞聡いヵ・メしん。
Ul）　v道ゑ」Zt「ミチダネAじ宅．マいb。
qズ♪　｛i’穿捲、凋nあ7らソを指泰1て。
（’・♪「 Lシカ・聯分養・耕律
し14）　「アマエアヨ・・タバカイ」aっ毛ソであうラ。
θ3））ひ暫分も幾嫁不詳。
（1ω　t「ウマイ」〈e、｝）ブしe，「壕了．の煮・。「ア・／マイ」bvsラ・7｝が’
　す（ご前しあ。右力く．）胚毛同じ言希。
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3。　、1ご学夜と〉ガ毛の遊び
詫く　5・
（丁丁）
　A
　　B
　じ
　　D
?
（氏　，名）　　　　（柱）
ム三二郎　　男
ム墜葛ラエ　　サ
坂本アイ　　ーケ
坂本ヨシノ　　ーケ
ィ三篠山男　　男
（生浮）
明潅31浮言7va〈司・三役ン
明ラ診4／年生＃・捧
明ラ惨λ7民生孕A
明〉旨品浮彰穿孤・
大正／鉾嚇撫解溺司
??
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　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　ソコエ　ヤマ／一　アノー　ナカデスデプー。
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　形で　　⇒　　表いんイす診♂。　　　そ拠でブく又穿で好ブデ
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　　　　　　　　　　　　一189一一
AB
c
B
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘノ
ソラ　ニソク。ライ　アル　ナ。
そ回し3！　二里ぐりv・　2YK　b　佑q
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アルマロ。そ一　イマー　ヨー　アルカンケド三ソグライ
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　へ　　　　　　　ねし　　　　　　　　ムコ　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　ノへ　　の　　　　コソダケホソマニ　ド1／コイ　イチジがソモ　カカ・／テ　イカ
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エ　。アソマス　ナー。工一。
ええ。あソ穿マ　仔え、　え九。
景矯（ﾑ＝：（A斎／
　　　　　　　　　　　　　一　200｝
?0
A
D
c
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それカ＼ラ　　あ・くノ）　 と．＼・ラ　　一一一一。
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　　　Bてジー匹ラ　　チ6〃、う　　悟韓一一一一一
AO　ノ＼ネツキ。
　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （　 　　　 へ　　　ソ＼／ナ　モ三レモ三　ネッカラ　ヒドー（笑フ
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うん。　ナイロンし享つちげゾ。YX＃」口斧氏kかかソーt’　（プ写。冶ヌ
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茅あ，回しベーです㊧九，苑
アー。
訴あ。
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（t5一）文法的（・好「ショクイソシツト」しく橘可べ言tAであるが・盾
　声浅しLlf六憂く柳撚九。　as　f’か2・、　t「ダ’ケ」が一壱立請イ訴診かの
　よう1・。細繍綱麻ぞあゲが．帆文頭｛濡事詞として馳可
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G7）　t「デス」・・”ス」・・一母音、丸ロひ明言を〔u〕。
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（E　イ縣虎男
　F　　、ム室　楕
????????（ 　（生年）
明治3β手生穿れく司／心乱ン
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垢れカぐ台ち1茅どの　　）b”毛pt　時し手　2；K　a・ラ、　でっ孝い毛を⊃
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・炉開イ行ゾレ葛。ちり　㌻しか　王ら。て行か姻が宮ラ躯考のが
　　　 　　　　　 に　 @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぺ　　 　　　 　　　　ノマット　アルケド’京ソデワ　モー　イニタ　ブイシ　ネー工。俣）
　　　　　　　　　へ誘くくrん’ZFhbtプ’ゾ　　そ碁イし｝　C（，う　歩ゴ行きたく8やし崎え、
　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　 　ヤシナイソヨーノ刀。タつ　ツク刀七　シレン。　し裳）
　譲い料のぼうが　亀く　つくか毛　／侭7いe
ロ　　　　　　　ノへへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノソソブ　コトデ　マー　一才イテ　モニーテ　イマニ　アッタソデス。
￥ん7　＞Yイ』翻じ例し）置、、イ初貿今し7。九々イ窃。
　　　ノ　　　　　　　　　ノヘ　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘ　　　　　　　　　ノへヘ
ナル沫ド．乏一　ユーテソ　コト　ナイ　ワ。ネー工．そ一　X頁’
亨う密ゾ。毛う　宅ランし　　　マいの。　　侮九．　毛ラ
ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　
　プマゴガン社　デキタシ。
　お衝イん毛　イ言下．1。
へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
へ一。ソー。才カゲデ。
臨・、そうゼ玩おカ・、ディ綴。
　　　　　　　　　　　　一266一
う主記
くの　ヒ誌題し享ラ享い」仏支・。
（2）　いちじう（くヲ鼓く発音。
（3♪　「（ハ」U疹うべ3tヒtG　」b言い誤手つフちク、ブ、そ〃へ助詞ク・と．》
　　　ン　　　　　　　　　へ　う左弓いかんプ～．
（4り　悶い〃・文末詞。男がよく言う．頃下の方じ対する）とし鶴々一プ毛・
壇疹バ々寮しケす1マもう）ど。“’あb。　）E’　b毛よく使うe
（勺　気待ラtif　t（iうが享い」仏煮・峠。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、tら）
ぐワ）
し7）
〈9　＞
Clo＞
ヒミソW’チ」しlf「「とも層4鞠ざ，見う〉と毛／庁い」状態をいフ。
「チューヤ・，タラ」r「ヤツ」示柴詳。
「コしワ」ひ部分、強勢《あみ発音。
》at「fソヤラ」tif「一eij」n幾・。
）A「ト」冴、、直前のCrK　th＞zぼ彦受サてN・う。
qD．Sv・しBてrんし向、丁マ壱ラ。
qz）ヒ^ マカフー」（9、誠’象イ’身・侍ラカぐよく寿べ♪ゴし3b人の惇向乞いう。
（．13）「コヤ’し」匿、「》そあ蘇」係糸窃去の名残ソの形。
（1ヰ）「 CヌJtξ、⊃こブぼ諺婚／■家寡レ花ど監う養・。
（i・tS♪　「セレヤロケド」し聞）幻翫　ヒ（ンへ肝ちう。
一　267　一
8．祭ソの日のこ，と
詫／を
（燭釜を♪　（代．名）
　A　渡近づ回覧
　　B　下辺づ（子
　C　　輩．谷ちイニ
しト生♪
?
it
?
（生耳）
明治4心坪生守豚
六正ク坪嘘穿豚
昭和ス浮生穿碁く司な役ン
　　　ヘノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　ノへA　ホーヤ．v・／ソーチューワー　アー　ドコソコノ　才ミマサン工
　　労うで。　三二穿LEF　　　　ゾン絶＞X　お憲でんヘ
　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴシママイソタラ　プンタラ　ユーテ　すソヤラ　シヨッテ　マー
　　御社詣ソしか　　㌻んじヵ・　も，て　お詣ソ亨んか診けゲ刀て穿あ
　　　　　　　　　　　　　　 ノへヘ　　　　　 ノへ　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ・ソソワ　トクニ　ソー　シテ　アノー　シュ・ゾtz一カゾク／
　　　際ソは　矯’じ　　そう　（マ　垢めう　　歩征寡言髪の
　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マー　ブウンチョーキエー；オ　イノ，しンニ　ドコサントと一　才ミ
　　穿あ　試二丁久乞　　　祈診ため｛・　ゾ）めお琢イ毛　わ’葛
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノヘ　　　　　　　　　　　　ノヘ　　ヤマンエマイッテ　キし一二．シテカミプソワ　才ガミヨッタ
　　　イんへ　鵜。一て　斜短しして　神でんほ　あ’がんゼ・ヂ
　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　ヶン　プーア。イマー　ソ／一　ソーユー　コト刀。　ノー　フ’ッテ
　　ゾど侮ん。　／今回　その　ぞウ・ウ　〉ヒカぐなく始て，
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シュー也ンゴ、／、／一　ナ・ソタナソ、マー　センゲソ　ジダイモ
　　　　粂る臓復、　盲く守ゲだ／．　　　穿あ　　どんゾん　噺代毛
　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　 ノヘ　　　　　　　　 ノヘ　　　　　ヘ　　　　ノ
　　　カワッテイクンニャデ　　ソラ　シヤブイ，ワマ。ソレワ。
　　　下めって行（ん・た；’ヵ・ラ　そ4叙評　t♂うが’td’v’」。　マれ噺扮。
一268一
?へ　　　　　　　　ソーヤ　ナー。
　ヘ　　　　　　　　　　へそフーで可海ス・・
王一Z＞〒一（柵往幼シノ雇ヵゲカ・（7一一Ar，yタ（
kL。　穿あ，そdOイち　噛あ　　面影が　VくV・あ
ヘ　　ノへ　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プ’一。「～ツソノ。エー。ソンダケ　カミシンジン才　噛ヌル　じトガ
守あ。　際ソa。誠、抱・f’；『ゾ神／宅心彦　でう人・x’『
　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　　　スクノ　ブッ：ク　ンカ。マー　ココロデ　ソー　才モトッテ毛
　ヴ享（　？一。あのか（ゾうカ・）。穿あべ1一で　そう　．略。イいイ毛
　へ　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　ヘアンマラシテーマイエヵラーブンヤシトッテソカεシ
享んかあ4へ〉川イ｛1　琢かラ　得んマ辱’おり乃んかe
レンシ。
了いかう。
　　ノ　　へ　　　　　　　　　 へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　ヘンテー　カミーザソ　カミ’ザソノ　才マツソ才　モニー　ヒト／
〃↓知で　　　　　　神（∫ん《　　あ’穿一ソ互　　：毛う
　　　　　　　　　 ノへ　　　　　　ノ　し　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　 　ゴーノ　ヨイ　ヒーニ　キマルヨーニ　プ’・ソタンマロ
・Av　dA　　お・　eレ　次宕う♂うし　才・ブ・んイtし8うか掲。
　へへ　　 ヘ　　　　　　ノへ　　　　　　　　 　　　　　ノへ　ア．ソーヤ。ソラ　ドコトモ　ソー　プッテ。
あ．そうか雄。そ杓ξど）毛赤享　》そう享ゲマ。
　　　　　カワ・ソタ　プー一。
愛め。ア、惚え．
　　　　ノへ　　　　　　　　　ロ　　　　　　　
アー　ホント　プー。マー。
ああ　 k矛んと万’紐。　穿あ。
　　　　　　　　　　　　　　 　　モニー　ニシヤター＝デも　トーカヤ　ネー。
・そ・う　　西／＼しa一でZ，　　　　ンreフてジ’“つvaえ，。
ソヤ（＝ア＿。（cワ＿一，　）　ダィタイ　ト＿カニ（ア、ソトルヘナ＿
冷うすり鴨侮九。　　　　　　　拶＼・お・・　イ禎し　　マっイう　忽え。
　　　　　　　　　　　　一269一
　　　　（れ
　　　　ワ
人悶の　％ア
t一一m
　カイナー。
cA
B
A
B
ノ　 ＿　　　　　＿　 ＿　 （＿　　　　　　　　　　　　　　　　 （．＿　　　一ア。ウーン。ココラデモ　コンダ　アノー　トーカソ　アッテ　ソ
　　　うん。　）巧イも　）んゾσあ殉　イ’ロし　享・マ　そ
レカ。タイイクノU＿VBモ（Aネテ　ラ＝ニャ（’万プソ、一弄キャク
碁が『 @燐育の頃Z・2・　蒙扮イ　わ㌧7の躰う／、　　7’暦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 へ　　　　　　　　　　　　　　　　へへ　　　　　　　　　　　　　　ガソモ　ee　一一ヘンブソシテ　ホンマニ　Vミシー、マー　マエ／
〈f々Z・乎堕いrい1レて．　鴨んど1・　づがい・、穿あ　葡ea
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨミマダケ　プケヨーチーソ才　ソナエ：二、才ヒ．カソッチュンカ　ソ
腐葛杉’ゾ　お提燈骸　　　俊えし、　おひかソ　しいラ〃・か
　　　（　　　　　（一　〉　　　（一ナエニ　イクヨーン　ナッテ　　　 　　　　　　　　　プンヤ　　 　　　　　　　ナー。
穣ゐじ　行ぐぜうし　享。〈　？ん’Ei　teえ．。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　響才ヵネフr・プンボク。ライ■ロテドーユーLノオーソノカ
お盆老　・、くうぐうい　をラ。マ　どう・・う　物診　　抱（竃っ
　　　　　　　　　　　　　　　　　イヨ・ソチマ・ソタカ　チ’ユー　つトォ
ー・・iい7ちカ＼　　　　■いう　　〉と21．
フ。フソ。
ラ。β一ん。
ヘ　　　　　 ノへぼ　　　　　　ヘ
ソーヤ　ナー一。ナー。
そつガ協九。　比え。
　　　　　ノへ　　　　　　　　　＝コズ・カイワ　＼／レコソ　ゴて乙ソ
　，1一遣八才　　それン）そ　ゑ鉱
へ　　　　　　　　　　　　へ　　　 　　　　　　　 ヘ　　　　　ノへへ
＝コズ’カイ才　ヨケ　モニロタン＝デL一　ニゼンカラ
・」一va　Z．　ちくでん毛ラ。f・，　・7Nイ　三富如・ラ
　　　　　　　　　　　ノへし　　ノ（βヨ脅…一）すカッタカナ．
　　　　　　　　‘守力、っ■一．　　カ、（e’，
　　　　　　　　　ウン。 ゴセ．ン千ドヤ’　ネー。
うん。五／銭／芽ど㌧です扮。
ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　手ヨット　ハフ’シテ　モ：一タ
　ラ折っレ　　蔦頓マ　毛う・れ
ゴセソマデーヤ
’”’一‘
ゑ／銭穿イ。》
一　270一
AB
A
B
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　tV　　＿　　　　　　　　　　（＿　　　＿イ・ソセン　ダスト　アメダヤカ％　イッツボ毛ロタ　ナー。ウー。
　一戯　　ズすじ　悌ろヵぐ　　煙嵐　％ら。ち守あ。フん・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノへし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソレモ　ホンマノ　アメデ　コシラエタ　テセーノ　アメダマー
　そ碁宅　し才んレうめ　儲イ　〉（うえお　を鴇との　　・飴多
　　　　　　　　　ノへ　　　ノ　　　　へ　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ
ヤ　ナカッダ　カプ。ソエト　アテもン　チューンカ。ヨーケ
し茅　守力＼っあ　カ・享。　そ回し　あイ毛ん　しいうめが’　九くでんノ
アツテ
函っマ、
　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　ノヘ　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　ショーカ。イタノ　コソプ’暮ンヤッタ　デヨ。コソプソニ　イッセ
　珍茅板め　）ん享物携希　よ。　》ん干し　＿戯
　へ　　　　　 へ　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン　ダスト、クしテ、ヒ，トツ　ムクッテ　ミルト、アタソト　カイ
　　歩でし．く碁4，＿っ　thく．　一1　～珍し、　当ソu　宅い
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへし　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　へへ　　　　　　　　　ヘタソ　・イットート　ヵイタソ　フソナ　モ：ン刀．ヨケ　アッタゾマ
診ソ　一等ど　宅ゾ花ソそ引物が憎くぐんあ議んぐ》
　　　　　　　ノ　
　ブイカ。
　td’　v　O’。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　ヘ　　　　　　　　　 ヘホし刀ラ　オミ也ヤープソノ　ズミマゲヵイニ　イクンカ。ウレシ
k“カ・ラ　il～ソ舌，穿くrんA　　あ’計や・デ乞買いし　固くaカぐ　うれし
　　　　　　 へ　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　一271一
?〔?
A
　　　ノヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘソエト　ニッキスイ下。　〔Bヲン。）　ぢソニ　天イッテ。
それど　肉権・Kt。　　　　　　びん（・．　Ll・，・マ．
翻∵；（v7（∴（禦∵；㌃礼（A惣
　フrソナシヨーープ’。
　あ’1『cぜう1rびの。
　　ノヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　ノへ　
ソラ　ドッコトモン　コド七ジブンヤシ、ズソプシ　コトヤロ　プ
そ躰σ　ゾ）もみ7　　多繰時／か’7’r・；’k、　　同。’　　＞L拶ろう
　（　　　　　 （　　　　　　　（　　　　＿　　　　（　　　（　　　　　、、V一．ミヤケt　チューンジ》力　才ミeWソ　ユー　テードテ
享あ。みや、ブいうんかろうか．　お店屋でんど・ウ　糧・，復イ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへの　ガタフプタク。ルマニ　ノゼテキタ’バカタデニノテキタソ　シ
が鈴が彰茸’じ　家イィ乎杉ソ、肩イ『萄を。fi才あソ　／
　　　　　チ’マ、ソタ　　ジブソ〉ぐづ’カイデし
　右　　　）うズカ・ラ．
ラ擁乙
（り　）の格助詞「ガ．｛？、後《「eロタ」し鵬託1ない不整系現。
一272一
9．犠家の主婦の苦1誇〉豪／ゐ
零しS一
（略号つ　（氏名）
　A　　渡辺イも一
　8　渡辺久3
　c　　渋谷ちす二
?????（ （旧記）
明治43年生ill八
大正ク浮生を碁
昭和λ芽生穿撚く司／会役〉
A
B
A 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夕ヵイ　ユー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南いどもう
　　　　　　　　　　　ほク　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　ケードー　アノー　ヤシロノ　天一ヤラー　マタ　アノー　シεノ
∀胚ゾ　　チのう　ハ代の　喀うやラ　　守お　；あ《う　での
ノへ　　　　　　　　　　　　ロへ　　　　くヨラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホーノ　江姦’ズガエノ　チカクノ　アノー　才ソナシ　ズガエ
　ぼつの　　　　、ト県の　　近く〃・　1｝、　a・う　　同ビ　　！」一喫
　　　　　　　　　＿　　㈲（　　　　　＞　　　　　　＞（＿デモー　コッチノー　クソムラノ　示一ノー　ドエライー　タ刀イ
イも　　）っ巧の　　　粟村か　　呼うあ　　て八ビ’〈　　南ギ
　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへへ　　　　　 へヘトコモ　アルシ　ノー・衣ヲ　オーヨギラーデモニエライ　タカイシ
　圏所七　あう（浮。　　　　於与岐をんかイも穿て・ふん繭・・し
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへへ　　　　　　　　　　　　　　　　 へ　　　　　　　　　　　　　マー　タカイト　イエバ　タヵイモンノ　チート、ノー．タカイ
　穿あ、　亀いし　壱かガ　lat　V’Za・A．　ずン1、　ねえ．烏ゾ
　　ノヘへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しり
ソラ　ムコノ・ンカ．　’ヨカッダデゾェー。　（宴）
髪りゃ・疑〉ンゾハが　よ〃・フあカ・ラナづいチ・
　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　ヘソラ　ソー　ユータラ。一一（宴）　示ヤ’〉アド。
それぽ　物う　r診っf一一ラ・一一。　　　おい、アガ・
奪ザ寡；（B編：モ：二り属1－1㌶ご
一273一
B　　　ノ　　　　　　 ノ　　　へ　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘプラ、イ孔　ソしワ。エー。マー．7ir．．　hンデ　しやクショ』一ス）しンニワ
ぐついイイ。％凶手扮。　　　穿あ　　凌4ヘィ’壱博す易でブ、じ呼
　　　　　　　　　　アノー　マエワ　カタデ　モチヨ・ソタサカエデ　イネとチス）しソ
　・あのう　伊丹（2　肩ゼ’　待。マいすうかう　、　　稲特ラ可診
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
デ七　ナニ　スルンデ・と一’マッタプソ　マー　一才マエが　キテカラー
しぞ　？し可多じモ拶・，お（、　　　穿あ、　チ尾之が’穿てかう
　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘマ　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　アノ　ソマカーモ：アソ、ブヤカイ　スルデ　ホラ　ソヤカー
　　　　ソヤカー毛　参ソ、　あ軒）碁でうカ・ラ、そソやソマカー診
　　　　　　（＿　　　　 ＿　　　　　　　〉　　　　（＿　　　 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポーデ　　　　タヒッパ・ソタソ ブンカエ　スルンニ アノー 才クノ
ひ吟ずゲたソ　あれ〉れ　でうプちあしチ、のう　奥の旨うイ’（≠妃バ♪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 ノヘ
カイデL　　マー　タカツキ’デ毛　　タカイ　　ドコヤヤ’ヵイデ　エライ
烏・・かう　穿チ　函槻イも　　亀、・　所拶ヵ・s　　つりいとし3
一　（一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿　（　　　　V血（・　　　　　　　　　　　　　　　　　　マツノ＼．一ソレニーカ’。イトワ 才ろ、。タケー　　　　 オもトルケード
　　　メy×〉〈Yヌメ　♪〈　》〈　〉ぐ　ヌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yh（x　　　　　　　　　　風・。ゴゾう、知〈ゾ　や引留ソそ麻じ（そ杓が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ　　　　 ノへ　ノ
乎バ’／　ク）レシカッタマ　ーブ’イ　コ。
いつしかん老〔か，ブしんじぐ宮・・カ・い了
　　　ヘ　　　 ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　ルガヤット　オッタンが　イチバソ　コワ刀ツタ。ブントモ　イ
蛭が幽πくでんV芦かが’　．・ラ　Nヂ’ん　）めかっ匹h　？一んし七　い
へ　　　　へ　　　　　　 　　　　ノ　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エソ　ソレワ　モー．コワ刀・ソタデヌ。夕一二。才じルマエン
如♂い妖ウ・・し♪そ赫ほ毛う。　）抄力㌧彰ゼす，田し扮。　霊彦辞し
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ぶ　乞アレしY；　nt　Zot　5〃し　→戸瓦：妙しa5’6レしな8。
　のeγi→プae　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ／ieO，β就ソ｛1－9（Ker｝帆a5t・L）→　k）’£e7・ta∫t－L、」！碑ソ73（
herlつルa’∫ec）→frtj　eWt＆5ac・　，CEL　L・殿フ学ア’xご記7・t　a
5’b・L　・1二通レ1ノρ
　（5）乙んr〃し→曜ミ：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぢイ多・｝、来3．ぐkwrtO）→i〈．　w／∠～’　。酵3→Fv〆　a：　イ旦。”飴JA　I＊、
5h／況；ど‘手4つず’∫4th・’」。／5グ5／ゲ多・’よう1・更毛33？　・Lしもζ、
ぞれは矛老后印べししマが1ダ多・・〈ゲ音b・〈9・・乏のよ）’・ig」。
era　一一一一　Jae
S．　3　（reer　ltt　）　一一一r＞nj　ae　．　；A’s　（ner“）g　la，　j　ee
けUt一→」を！
i（，　3　（k1　）”　‘it　）　一一一一一）　i〈」　a：　．　eE　（3　（iKih　bt　）一一）ikj　a：
1「1　クJa：
冠物（昌rlza・n）→kj4・m・n。教リiV→t5，lz・
　　　　　、知り9tむ一→∫Ja：ma∫enと一）あず、5a：m
　　　　　しみかっコ、　ノrノ’±ゴa’r：変化守lz乞η　巣活乙
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シ2ス、ケ■tツ・しのδ別ゑ醤っ7・’与ガ。た6・メ、　1rve診ノr16ty
L一みのLi　Lz刀如扱うべfゼあSn’も知礁lf”．　zeつ’＜relF（1しんガ、
を者ゲ新1後1・家9麟、縛殊ケ婁化eす3。こkt；タ！奪vttr　Ziで／，こ9（；
タ即t・のみ．見ラ病ユ事象ゼあ9、　こaN　（／）一（の氏広汐痔薔、　th戸宏オ壱
のiS　ih‘ρ3和2夕与）1：if．　tltE）しzあ3。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ムライフのう；、 ・｝、’し、レ、！つlx表首tJ　4ワィ）ずa’・　Ll　dにソ・1しt］一7，9’
彦雰者化イ3、アソマR→フーマス、ア’レ跨→アーR、コ・マデ
ー→コーマデ＼トつa一一》トコーのように尚イアe・者毛筆音占＃3。こh
4ナ4左域ザvうであ3・i／致左猷で1駅セ、ぜt＊　YL　．　i　2堤著τttL・8・
f－kh、吾音イlrエ、ユーviイに君戻・し、　ヌ6曝，・ノ’⇒ナ海道♂。　エシC石
）、エノ（ズ）、イ奇（壷）靴』哩の御・弘硯、ウ・・わ・対ん初・
Lt　t参・・オンし制ゴ・傷）。葎物者の5sウ多’／・拗音夙・”
一で一弁つ南縁で直．音イしす3。　キーコー（尋行）、　ギー＝一‘ケ乳）、
与一ずク陣・判。こうほ嬬た胡イ男課ノ。ん雇’・今〈、沿！せ《錘・吃
遼．’・城ケtつ〉あ3。
③文法よ一の梼色’
　こm舞音t＝asSわ4・’r－e・E中κ？に泣’べ’9．
　∠　《糸笹
下ラ最砿・晒づ何∴禮歎・・オラヂ、オラヂ、才ララ乞オラヤ
　チが・あ3。
ワソオラ’・　・t・噂大事言一t。身・飾i・・9　3K　・・　・，〉．
a・工　茨麟榔it　Rエ“　’／両吟寄合”・・偽1㌔　亥麟船アンタ
　ぐメけt：当3。
脈エガン湘ラ・こ対・・塵萎ゑ現．ム・マ・づ。
オ三軒ン　オマエnyンよジや・教奏ザ蕩メ3．
　多、動調
　群行形の（／ケ翔ソツア’レークヨ，レつま仔㊧工也オで電／tfじ用・・5人マugti’1
　伽愛・・あっ惣・，冬思蕎’・t遜去彩’・し・哺Lt4％　tvL　t瑠ア磁
　4ひ’Taの硬・わvk・4電」X’”，こ・イ拶舜Z”　17　x”　4・fPいSvL　・て”　3・
　し　ずミ　　　こ　の疹考い音　　1㌦　よ　っ　’z　もkp・　S　承！3・　　イア　キ　ヨ　ッ　ヌ　　の　形　よ　リ　、　　イテ千ヨッ　タ
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　の形グ多り。ライレぼ、ナ・痩・火elE，？」3　，T　Fレ・　・“9駅　f＝6和e　・nL”
　あ、埴！衡・舗錘子，’・ごチ・一）δ’夕θ。
　　’音イ更勧［・っρ？ぼげ蜜っ先、私つ獲惇、ゑ・ケ幾秀隠響く行なわれ‘
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　とタぎ。　出を’）者工員青β・｝夢・メ秀之’ポこヂ～ヅ正当ブあフ、　塘・をぞ慮丞支σ）
　ぞ・ラ7　9　、　バラ．．　タ　宅≠之Pk］すS秀かつ㊧麹で「あ8．　　eラーク．　ハラーク
　σ2昔痩で19・・9。一eラウタm・）一乱財a・♪重egeに・・t、9T”　tX
　〔ゑ取県tge・n）a：r・→i（一・｝C…　一　fk－rt一・厚靭で隔あ♂，こ7；バ．
　マ．　Zラータ、　ハラークD“tす♂・　ヴ314トヒしマ、ナ¢ぎ戸ゑ暖？ze”オで彰、
　二去誘註、’会5、貿5、庫＞1τ、ラ・タに捲濱兇ずS璃毒にtlP、アータ
　、＝か一夕、ハーtタご6琢εレz、　アタ、7タ、バラti）と・，5・　V多二餐
　陶・者便彩姻揮で傷ぐ・→タ・一デ、践く・→アツーテぐ
　つと部の劣脅兜テ・丁、タカテ、アフア）・鰹。
　3，％暦劾詞
アゲーヂ、　コゲーダ、ソゲーグ＼ド「’ゲ’一ヂ’7げ’飼う「言ソプイダ「の’安7・£で・
　アゲータラー、アデー＝tアデ㌦ダッタ、アゲーナsフゲ　ナラし5岬
す∫クゑ童け儲アσフゲラ＼・ゲタ紘旭・’・アゲタ’ ・一先’『 Aづゲヂ
　　　ロ　　　け　　　ユ1蕃」） 多つ の瓦r9
　タ里諺
ゴガ」 uマ又、　ゴグエ7、　ゴ‘サ岬工Z、　ゴ㌧ゲイ只存：　．LePよくi弔・・ヲrんZ’・3。
　ヤンスい・〉ロリ秀グ、達（ラ／）t＝i・8べ　宕d宅・・秀の一つゼあ
　3．　ゴザエスがゴザエンスε7A　3重合eあ3。ゴザン尺e醇・一）〉。
ナ八1レなご3の徽請体・’鴨↓く印・’づze　3・t／a　m－fp㍗ゼザ’レの7多i」”夢リ
　ようか，　張魔『差琢r一県・’s牽3．
　5、・募／調
　　　　　もづ一 ’ケー恩しク］“つ口走・虞rの憲。っ口と萩t3グ間霞助骨角’こ、
　辛味6T？く用ttl嬬合tあ3。
　〆．巨力動調
　勤定一の助動う詞グ｝叡呼㊧VトテIXノ乙くジ1であ3別　N字早智ク’7ゑ一廻・9φ
　ノく：tL’しZグe屠tt　9。　eL・・dij：，一へ∫帰営で堪Eff臼3nyほ．　r・・仁妻彩とF各
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　4娼の一部岬醐・1・　21，　3・イ・鰭猛吠・・ジ♂つく1，S・’入勘・
　ltグかつ多ぐ々っ　震ぎラゼあ3。
　4　その杷　t　こめタセ9底んE”のlz、　Ptp毒の堪bよく勇1。　z口3メve　Pt？でas　9≧ヒ，　イニ
婚、ひく：9　・e財辮聖冷D酒淫皆汚・室画論as　S・・碑山砦
脅ブ’既　観に収菓ザ国鵜マ”あ9。　テろ後t支）登子fE　n地で’tas3・
　険一つ／7二こ／・’x彬璋，靖一代nよ〉）1、　PT協力港かあ2ためジあ乱
12代1叡93和ノノ勿つS弗でas　3磐留立楼t・O鳥凝Lゑ、　集庫蘇立・4季
農業矩蜘太イ㌫計え．S8n〃月〃・Sゲ・勿ヌrvμ惚獄受の柳第才受の農
繁科に粥帰2一乙z富め，禿歪敦穿一業獲，；、　’L・：・1：し疹倉屡面隠％’家籾諾輿　雇謡
扇β但合の言忌才彦導灸s↓9’P・〉，凝ρ’臼7耗倫纂季萸、易木か孝凝る巧認
楠纂ち幹、多見1¢　・；白京彦蒙のザた’t・5、纈19町丈イt忌事戸→委員、票女イヒ
麟孫護才醇憂て積・剛蛸）、県∫蟻文イ働綱査鰻陸多翻搬石SF　，
未原即芝糎当）M1｝）、，顔の力・㌧かつ塗ノじ2チ協力拍ガあ3ゆえガUt　3。
　oの友eぎ余音t＝っ・’て、　需e3iずd・写司会湘t4，z養♪々。
B　表参びり・て
！紋岬紳音であ・・応・、ぜ者ゑ皇暢拶ディ．・・」　．ウ
5りのすべzF＝あnっマ寒声を碧の表tlごで行’：1ラベテズあろブ．　｝÷坂名の
表参上の揚登’丁そttLがマ・f孝θ。まプ＝乱声寵ぢm甥《乞そ四享ゼ9■1：4
・’　・ri’s絵■　・”n　・ge　e’・あ3寺1・。ん％－』こり5si・夕・・絢軌、亥’・
fの’牢2罰若e〃グ、古た・一1え字i：落ぐ瞭こdy　Eヒク違．Z．1ユしij一）　9日号
1嚇ってまtt孟tr芙に2，と表寵づ5．　tiとツも痢ピ・よづ！こ践碕S9“こ辞
儀’74と表：記す8ρ老～一告のぞ（ヅ♪とジマヂりt亥‘・鴎e轟多こ・言♂。　ゼ、セ“
lG互、シ2　X：表諺εf3。　司会漏のヂ多原ラ看一代’；、敷宥面諭右軽く、　兜察
・・” 蜊F越鳥も賓，t　P一人・“　lg　3　・：あ、ズ’一之㌧翔τあ。鋭種ク。k7　z，
ス4．“ノ・1＊fe　｛iズ、シ、ス、e、ツで覆記した。
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c　　収録内容の概慈兇
　∠　ダイFiv
　杉原薦一くtの司会κ2、
みうk｛内達・と4．っゐ。
??????????
毒簸e愛乏厚・・’S直行ム7行，ち・・の、竣の
　　　ぼコ　うθフも艦裡乏矯・微のなみ・。た×、・話
こってのにへ口
称植、草取
塗ム架
＃f，Zaメり
亥の争ざル
四馬ソ餅，・うへん．隊船手と
z・“ ｭ，ビ焼，　こ暫しひ¢碕、　）ヒ祭
£、廊老寿月臼
　㌶和夕’o身ヂ月2－oρ
3、轟吾蠣吻
　島擢県・fp多郡横田町大葛iタ・3各地・f・　・4　s　ra衆　藤原宴木郎力。
4，　壽レ今・）氏盗、催，s井、職・歴、居福歴，翁評卵奢徽e・・e「’
　A諜原舗鰍（駐臼腸2ク躯、財・拷餌、牲彬鱒、
　　　　窪蒙・樗、…　バン曰うあ・しち・・利．う一秀・X・’4ソK
　　　　・・tハ‘干季っ　■口3■冷　鷹タヒqAdan・，　∂・，工り／痢ぎにぐけ。
　β　∫葦・墨画右衛戸『（男入朗劣33与k，圏ネ・ト犀殺辱、望業、・の
　　　　ヰすが夢出Erヒσ4・㌦兵戎£身t3茅幻工亨。よく露6・《。
　C　表瀬・・；F　，（rst），ズーた＃主、　a勢・ノ・敬癖、農蒙、・・〃メ
　　　掬／‘糟鉾のイニ多即イニ多町rp施らゑ身。孫入りし■こり村tt
　　　　承ぎ。　嗣じ’イ・ラ郡1＝zここヒ肯壱17賓わソt7一を11。有孝弓・・9
　　　　っざ’，L．　よく下す、
　D　わ原粛一　傍入曜和ノノ与主、凛立擬田鳥薇寡業詞E南葦．素季
　　　　県立兵導履紫旧識繋縛、射揖イ・易汰・彦虞．こ・’4・al。
　　　　公民廊潔r紫参彦皇柏讃憂．　震業姉肉旭倉営潔端楽勇、梁k橿
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　　　　ID・る杖綬業斜調ゾや、difi　ifa町認・紡秦委鼻，圏＃・’・矛ネ乏璋与史・号
　　　　纂主幹？、経マ，　現在・県文κ財孫護？，3善員‘横田町坦当）、票
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　　　　薙1刃了Sr，丁司！会茄しして微煽し7・人。
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国立国語研究所
東京都北区西が丘3丁醒9番14号
電話東京（900）3111（代表）
三浦圏籍研究所i鰻隻
国立團語研究所刊行讐一覧
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沼本言語地図（3）日　　　　本　　　　蕎　　　　語　　　　地　　　　図　　　（4）
日本言語地図（5）日　本　　書　　語　　地　　図　（6）
電子言一卜算機iによる国語研：究
社会構造と言語の関係についての基礎的研究（1）
　　　　一親族語彙と社会構造一
家庭における子どものコミュニケーション意識
電子計算機による国語研究（II＞
　　㎜新聞の珊語粥字調査の処理組維一
社三三造と言語の関係についての蒸礎的研究（2）
　　　一マキ・マケと親族呼称一
中学生の漢字習得に関する研究
電子計箕機による新聞の語彙調査
電子計算機による親聞の語彙調査（II）
電子計算機による国語6ff究（IH）
送りがな意識の調査待遇表現の実態　　　一松江24時閻調査資料から一
電子計算機によるi新聞の語彙調査（III＞
動詞の意味・用法の記述的研究
形容詞の意味・溺法の記述型研究
幼児の読み書き能力
電子計算機による国語研究（N）
社会構造と言語の関係についての基礎的研究（3）
　　　　一一一一性「的言喬彙と｛西イ直観一
電子計算機による叡聞の語彙調査（N）
電子計算機による国語研究（V）
幼児の文構造の発達　　　　一3畿～6歳児の場合一一
電子計算機による国語研究（綴〉
地域社会の言語生活　　一鶴岡における20年前との比較一
言語使用の変遷（1）　　一福島眼北部地域の薗接調査一
二子計算機による国語研究（靱）
幼児語の形態論的な分析　　　一動詞・形容詞・述語名詞一
現代新聞の漢字比喩表現の理論と分類
幼児の文法能力電子計箪機による国語研究（粗）
X線映画資料による母音の発音の研究
　　　一フtネーム研究序説一
電子計算機による国語研究（IX）
研究報告集（1）
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1，300円
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秀英出版刊　　1，300円
　　〃　　　1，700円
　63　　児　童　の　表　現　力　と　作　文　　東面書籍刊　　6，000Pt
　64　各地方言親族語彙の言語社会学的研究（1）　秀英出版刊　2，000円
翻立国語研究斯資料藥??????
　10一一2
團立国語研究所論藥
　1　　こ　　　と　　　ば
　2　　こ　　と　　ば　　の
　3　　こ　　と　　ば　　の
　4　　こ　　と　　ば　　の
　5　　こ　　と　　ば　　の
国立国語研究所年藪　秀英出版刊???????????
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昭和24年度
B召　孝0　25　年　度
昭和26年度
昭和27年度
日召希日　28年　度
昭和29年度
日召　孝0　30　年　度
昭和31年度
昭和32年度
日暮　示0　33　年　度
日召　示M　34　年　度
H召　羅…0　35　年　度
昭和36年度
H召　禾轟　37　年　J妻：
昭和38年度
年　鑑　秀英出版刊
昭和29出版
目召　矛［i30　年　三
目召　不日　31　年　版
昭和32年版
昭和33年版
の　　研　　究
研　　究　第2集
研　究　第3集
研　　究　第4集
研　究　第5集
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大蔵省印糊局刊3，500円
秀英出版刊　　1，800円
　　〃　　　1，700円
　　”　　　　500円
　　”　　　1，500円
　　〃　　　6，000円
　　〃　　　6，000円
秀英出版刊　　品切れ
　　tt　tl
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　　〃　　　　　　　1，300円
　　〃　　　1，300円
昭和39年度　　品切れ
日召　＄0　40年　度　　　　250F月
日盈　示日　41　年　度　　　　300円
日召　不［142　年　度　　　　300円
昭和43年度　　品切れ
日召　考…日　44　年　度　　　　　　〃
H醤　不日　45　年　度　　　　　　〃
昭和46年度　　450円
日召　示日　47　年　度　　　　　450円
昭和48年度　品切れ
昭和49年度　600円
E召　考…a　50　年　度　　　　　700円
昭和51年度　　非売品
昭和52年度　　”
昭和53年度　800円
H召　不猶　34　年　荒反
日召　不日　35　年　荒反
臼召　率0　36二年　版
昭和37年版
昭和38年宿
れ切
?
?
?
??
昭和39年版　　品切れ
昭和40年版　　〃
H召　零日　41　年　版　　　　　　〃
昭和42年版　　〃
口召　率0　43　年　荒反　　　　　〃
昭柚’44年版　1，500円
昭和45年版　1，500円
日銘　禾日　46　年　il反　　　2，000円
昭和47年版　2，200円
昭和48年版　2，700円
B琶　＄日　4g　年　版　　　3，800円
昭和50年版　3，800円
昭和51年版　4，000円
9昌　巧…1〕　52　年　版　　　4，500円
臼召　＄疑　53　年　版　　　4，600Pヨ
H謬　矛［1　54　年　jl反　　　4，800円
鼠本籍教育教材
1曝。善脇潔白立騨㍗編大儲鰯刊65・円
　2　日本語とH本語教育一一文字・表現編｝　　　〃　　850円
　3B本語の文法（上〉一日本語教育指導参考書4－lt　　450円
　4　日本語教育の評価法一日本諾教育指導参考書6一〃　　450円
高校生・新聞蟄貼雑墾編秀英㈱・IJ　28・円
静とマス●コミ”ニケーシヨン ﾛ錘鵜換霧顯鋪翻撮蹴
　国立国語研究所三十年のあゆみ　　　　　　　　　　　秀英出版刊1，500円
　　一研究業績の紹介一一一
　　　　　　　　　　　H本語教育教材映画一覧
　　　　　　　　　　　　　　（各巻16ミリカラー，5分，日本シネセル社販売）
　巻題名　　　　　プリント価格第1巻これはかえるです一一「こそあど」＋「は～ですll－　　　　30，000円
第2巻
第3巻
川4巻
第5巻
第6巻
第7巻
第8巻
第9巻
第10巻
第U巻
第12巻
第13巻
第14巻
第15巻
第16巻
さいふはどこにありますか一「こそあど」＋「が～ある」一
やすくないです，たかいです　一一一形容詞とその活用導入一
なにをしましたか　一動詞一
しずかなこうえんで一形容動詞一
さあ，かぞえましょう　一助数詞一
うつくしいさらになりました　一「なる」「する」一
きりんはどこにいますか　一「いるJ「ある」一一
かまくらをあるきます　一移動の表現一
おかねをと碑ました　賄の鐡1
どちらがすきですか　一比較・程度の表現一
もみじがとてもきれいでした　　　「です」「でした」「でしょう」一
きょうはあめがふっています一「して」「している！「していた」一
そうじはしてありますか一fしてある」「しておく」「してしまう」
おみまいにいきませんか一依頼・勧誘の表現一
なみのおとがきこえてきます　　　「いく」fくる」一
? ??????????????????????????????? ?? ???????????
（第1巻～第3巻は，文化庁との共同企画・VTR価格1／2インチオープンリー
ル21，000F［］，3／4インチカセット20，000円）
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